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特長 
全チャンネルで 1MSPSの 16 ビット ADC 
最小アナログ入力インピーダンス（RIN）1MΩの入力バッファ 
5V のアナログ単電源と 1.71V～5.25V の VDRIVE 
チャンネルごとに選択可能なアナログ入力範囲 

バイポーラ・シングルエンド：±12.5V、±10V、±6.25V、
±5V、±2.5V 

ユニポーラ・シングルエンド：0V～12.5V、0V～10V、 
0V～5V 

バイポーラ差動：±20V、±12.5V、±10V、±5V 
2 つの帯域幅オプション：チャンネルごとに 25kHz と 220kHz 
柔軟性の高いデジタル・フィルタ、最大 256の 

オーバーサンプリング比 
動作温度範囲：−40ºC～+125ºC 
6kV ESDで±21Vの入力クランプ保護 
AD7606B および AD7606 とピン互換 
性能 

±20V のバイポーラ差動範囲で 92dBの SNR（代表値） 
32 倍のオーバーサンプリングで 95dB の SNR 
他のすべての範囲で-100dBの THD（代表値） 
外部リファレンスで TUE = FSRの 0.05%（最大値） 
PFS および NFS誤差ドリフト：±0.5ppm/ºC（代表値） 
リファレンス温度係数：±3ppm/ºC（代表値） 

キャリブレーションおよび診断機能 
チャンネルごとにシステム位相、オフセット、およびゲインを

キャリブレーション 
アナログ入力オープン・サーキット検出機能 
自己診断機能とモニタリング機能 
データおよびレジスタの読出し／書込み時 CRCエラー・ 

チェック 

アプリケーション 
電力線のモニタリング 
保護リレー 
多相モータ制御 
計測器および制御システム 
データ･アクイジション･システム 

関連製品 
電圧リファレンス：ADR4525、LT6657、LTC6655 
デジタル・アイソレータ：ADuM142E、ADuM6422A、

ADuM5020、ADuM5028 
AD7606x ファミリ・ソフトウェア・モデル 
その他の関連製品については AD7606C-16 の製品ページを参照

してください。 

機能ブロック図 
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概要 
AD7606C-16は、8チャンネル同時サンプリングの 16ビットA/D
変換データ・アクイジション・システム（DAS）です。各チャ

ンネルには、アナログ入力クランプ保護機能、プログラマブ

ル・ゲイン・アンプ（PGA）、ローパス・フィルタ（LPF）、

16 ビット逐次比較型レジスタ（SAR）A/D コンバータ（ADC）
が内蔵されています。また、柔軟なデジタル・フィルタ、低ド

リフト 2.5V高精度リファレンス、ADC駆動用のリファレンス・

バッファ、柔軟なパラレル・インターフェースとシリアル・イ

ンターフェースも内蔵しています。 

AD7606C-16 は 5V 単電源で動作し、すべてのチャンネルで最大

1MSPS のスループット・レートでサンプリングを行う場合、以

下の入力範囲に対応しています。 

• バイポーラ・シングルエンド：±12.5V、±10V、±6.25V、

±5V、±2.5V 
• ユニポーラ・シングルエンド：0V～12.5V、0V～10V、0V

～5V 
• バイポーラ差動：±20V、±12.5V、±10V、±5V 

入力クランプ保護機能により、最大±21V の電圧に耐えることが

できます。また、単電源動作、内蔵フィルタ、高い入力インピ

ーダンスにより、バイポーラ電源を必要とする外付けドライ

バ・オペアンプは不要です。低スループット・レートのアプリ

ケーションでは、AD7606C-16の柔軟なデジタル・フィルタを使

用して、ノイズ性能を改善することができます。 

ハードウェア・モードの AD7606C-16 は、AD7606 および

AD7606B と完全互換です。ソフトウェア・モードでは、以下の

拡張機能を使用することができます。 

• チャンネルごとにアナログ入力範囲を選択可能で、範囲を

追加することも可能 
• チャンネルごとに高帯域幅（220kHz）を選択可能 
• 最大 256 のオーバーサンプリング比を持つ追加オーバーサ

ンプリングのオプション 
• システム・ゲイン、システム・オフセット、システム位相

をチャンネルごとにキャリブレーション 
• アナログ入力オープン・サーキット検出器 
• 診断用マルチプレクサ 
• 各種モニタ機能（シリアル・ペリフェラル・インターフェ

ース（SPI）の無効読出し／書込み、巡回冗長検査

（CRC）、ビジー・スタック・モニタ、およびリセット検

出） 

このデータシートでは、RD/SCLK などの多機能ピンについては

すべてのピン名を表記しますが、特定の機能のみが該当するよ

うな説明箇所では、SCLKピンのように 1つのピン機能だけを表

記しています。 

 

表 1. バイポーラ入力、同時サンプリング、ピン互換の製品ファミリ 
Input Type Resolution (Bits) RIN

1 = 1 MΩ, 200 kSPS RIN = 5 MΩ, 800 kSPS RIN = 1 MΩ, 1 MSPS Number of Channels 
Single-Ended 18 AD7608  AD7606C-182 8 
 16 AD7606 AD7606B2 AD7606C-162 8 
  AD7606-6   6 
  AD7606-4   4 
 14 AD7607   8 
True Differential 18 AD7609  AD7606C-182 8 
 16   AD7606C-162 8  

 
1 RINは入力インピーダンスです。 
2 新たな設計の場合は、AD7606、AD7608、および AD7609 の代替としてこの最新デバイスを推奨します。 

https://www.analog.com/jp/ad7606c-16
https://www.analog.com/jp/ad7608
https://www.analog.com/jp/products/ad7606c-18.html
https://www.analog.com/jp/ad7606-6
https://www.analog.com/jp/ad7606-4
https://www.analog.com/jp/ad7607
https://www.analog.com/jp/ad7609
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仕様 
特に指定のない限り、電圧リファレンス（VREF）= 外部および内部 2.5V、アナログ電源電圧（AVCC）= 4.75V～5.25V、ロジック電源電圧

（VDRIVE）= 1.71V～5.25V、サンプリング周波数（fSAMPLE）= 1MSPS、TA = −40ºC～+125ºC、全入力電圧範囲。 

表 2. 
パラメータ テスト条件／コメント Min Typ Max 単位 
DYNAMIC PERFORMANCE 特に指定のない限り、入力周波数（fIN）= 1kHz サ

イン波 
    

Signal-to-Noise Ratio (SNR)      
Low Bandwidth Mode ±20V バイポーラ差動レンジ 90 92  dB 

 ±20V バイポーラ差動レンジ、オーバーサンプリン

グ比 32、fIN = 50Hz  
 95  dB 

 ±12.5V バイポーラ差動レンジ 89 90  dB 
 ±10V バイポーラ差動レンジ 89 90.5  dB 
 ±5V バイポーラ差動レンジ 88 90  dB 
 ±12.5V バイポーラ・シングルエンド・レンジ 88.5 90.5  dB 
 ±10V バイポーラ・シングルエンド・レンジ 89.5 91.5  dB 
 ±6.25V バイポーラ・シングルエンド・レンジ 88.5 90.5  dB 
 ±5V バイポーラ・シングルエンド・レンジ 88.5 90  dB 
 ±2.5V バイポーラ・シングルエンド・レンジ 86 88  dB 
 0V～12.5V ユニポーラ・シングルエンド・レンジ 88 90  dB 
 0V～10V ユニポーラ・シングルエンド・レンジ 87.5 89  dB 
 0V～5V ユニポーラ・シングルエンド・レンジ 84 86  dB 

High Bandwidth Mode ±20V バイポーラ差動レンジ  88  dB 
 ±12.5V バイポーラ差動レンジ  86.5  dB 
 ±10V バイポーラ差動レンジ  86  dB 
 ±5V バイポーラ差動レンジ  83.5  dB 
 ±12.5V バイポーラ・シングルエンド・レンジ  86.5  dB 
 ±10V バイポーラ・シングルエンド・レンジ  86  dB 
 ±6.25V バイポーラ・シングルエンド・レンジ  83.5  dB 
 ±5V バイポーラ・シングルエンド・レンジ  82.5  dB 
 ±2.5V バイポーラ・シングルエンド・レンジ  81  dB 
 0V～12.5V ユニポーラ・シングルエンド・レンジ  82  dB 
 0V～10V ユニポーラ・シングルエンド・レンジ  81  dB 
 0V～5V ユニポーラ・シングルエンド・レンジ  80  dB 
Total Harmonic Distortion (THD) 低帯域幅モード     
 ユニポーラ・レンジ  −97  dB 
 その他すべてのレンジ  −100 −95 dB 
Spurious-Free Dynamic Range (SFDR)    −105  dB 
Channel to Channel Isolation 未選択チャンネルの fIN = 最大 200kHz  −110  dB 
Full-Scale (FS) Step Settling Time FS の 0.01%、低帯域幅モード  80  μs 

 FS の 0.01%、高帯域幅モード  15  μs 
ANALOG INPUT FILTER      

−3 dB Full Power Bandwidth 低帯域幅モード  25  kHz 
 高帯域幅モード  220  kHz 
 高帯域幅モード、2.5V バイポーラ、0V～5V ユニポ

ーラ 
 150  kHz 

−0.1 dB Full Power Bandwidth 低帯域幅モード  3.9  kHz 
 高帯域幅モード  25  kHz 
 高帯域幅モード、2.5V バイポーラ、0V～5V ユニポ

ーラ 
 20  kHz 
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パラメータ テスト条件／コメント Min Typ Max 単位 
Phase Delay 低帯域幅モード  6.7  µs 
 高帯域幅モード  1.1  µs 
 高帯域幅モード、2.5V バイポーラ、0V～5V ユニポ

ーラ 
 1.7  µs 

Phase Delay Matching      
 低帯域幅モード   200 ns 
 高帯域幅モード   30 ns 

DC ACCURACY      
Resolution ノー・ミス・コード 16   Bits 
Differential Nonlinearity (DNL)    ±0.5 ±0.99 LSB1 
Integral Nonlinearity (INL) バイポーラ入力レンジ  ±0.5 ±2 LSB1 
 ユニポーラ入力レンジ  ±1  LSB 
Total Unadjusted Error (TUE)2      
 外部レファレンス、バイポーラ入力レンジ  ±6 ±30 LSB 
 外部リファレンス、±2.5V レンジ  ±6 ±45 LSB 
 ユニポーラ入力レンジ  ±15 ±70 LSB 
Bipolar Ranges      

Positive Full-Scale (PFS) and Negative 
Full-Scale (NFS) Error3 

  ±5 ±30 LSB 

PFS and NFS Error Drift   ±0.5 ±3 ppm/°C 
PFS and NFS Error Matching   4 20 LSB 
Bipolar Zero Code Error      
 2.5V レンジ  ±2 ±40 LSB1 
 その他すべての入力レンジ  ±2 ±20 LSB1 
Bipolar Zero Code Error Drift      
 2.5V レンジ  ±2 ±5 ppm/°C 
 その他すべての入力レンジ  ±0.5 ±2.5 ppm/°C 
Bipolar Zero Code Error Matching   5 25 LSB1 

Unipolar Ranges      
FS Error   ±15 ±60 LSB 
FS Error Drift   ±1 ±7 ppm/°C 
FS Error Matching   5 40 LSB 
Zero Scale Error   ±15 ±50 LSB 
Zero Scale Error Drift   ±2.5 ±7 ppm/°C 
Zero Scale Error Matching   5 40 LSB 

SYSTEM CALIBRATION      
PFS and NFS Calibration Range Vx+および Vx-入力の前に直列抵抗を配置 1  64 kΩ 
Offset Calibration Range  1  255 LSB 
Phase Calibration Range  1  255 μs 
PFS and NFS Error ゲインのキャリブレーション後  ±15  LSB 
Offset Error オフセットのキャリブレーション後  ±0.5  LSB 
Phase Error 位相のキャリブレーション後  ±1  µs 

ANALOG INPUT      
Input Voltage (VIN) Ranges VIN = Vx+ - Vx-     
 ±20V バイポーラ差動レンジ −20  +20 V 
 ±12.5V バイポーラ差動レンジ −12.5  +12.5 V 
 ±10V バイポーラ差動レンジ −10  +10 V 
 ±5V バイポーラ差動レンジ −5  +5 V 
 ±12.5V バイポーラ・シングルエンド・レンジ −12.5  +12.5 V 
 ±10V バイポーラ・シングルエンド・レンジ −10  +10 V 
 ±6.25V バイポーラ・シングルエンド・レンジ −6.25  +6.25 V 
 ±5V バイポーラ・シングルエンド・レンジ −5  +5 V 
 ±2.5V バイポーラ・シングルエンド・レンジ −2.5  +2.5 V 
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パラメータ テスト条件／コメント Min Typ Max 単位 
 0V～12.5V ユニポーラ・シングルエンド・レンジ 0  12.5 V 
 0V～10V ユニポーラ・シングルエンド・レンジ 0  10 V 
 0V～5V ユニポーラ・シングルエンド・レンジ 0  5 V 
Absolute Voltage Negative Input Vx- - AGND     
 ±12.5V バイポーラ・シングルエンド・レンジ −1  +1.6 V 
 ±10V バイポーラ・シングルエンド・レンジ −0.6  +1.9 V 
 ±6.25V バイポーラ・シングルエンド・レンジ −0.4  +2.5 V 
 ±5V バイポーラ・シングルエンド・レンジ −0.1  +2.7 V 
 ±2.5V バイポーラ・シングルエンド・レンジ −0.05  +3 V 
 0V～12.5V ユニポーラ・シングルエンド・レンジ −6.5  +1.2 V 
 0V～10V ユニポーラ・シングルエンド・レンジ −4.9  +1.7 V 
 0V～5V ユニポーラ・シングルエンド・レンジ −2.3  +4 V 
Common-Mode Input Range ±20V バイポーラ差動レンジ −10  +10 V 
 ±12.5V バイポーラ差動レンジ −7.8  +7.8 V 
 ±10V バイポーラ差動レンジ −6  +7 V 
 ±5V バイポーラ差動レンジ −3  +5 V 
Input Impedance (RIN)4  1 1.2  MΩ 
Analog Input Current  (VIN − 2)/RIN µA 
Input Capacitance (CIN)5   5  pF 
Input Impedance Drift   ±1 ±25 ppm/°C 

REFERENCE INPUT AND OUTPUT      
Reference Input Voltage 外部リファレンス 2.495 2.5 2.505 V 
DC Leakage Current    ±0.12 µA 
Input Capacitance (CIN)   7.5  pF 
Reference Output Voltage 内部リファレンス、TA = 25ºC 2.4975 2.5 2.5025 V 
Reference Temperature Coefficient   ±3 ±10 ppm/°C 
Reference Voltage to the ADC REFCAPA（ピン 44）と REFCAPB（ピン 45） 4.39  4.41 V 

LOGIC INPUTS      
Input High Voltage (VINH)  0.7 × VDRIV

E 
  V 

Input Low Voltage (VINL)    0.2 × VDRIVE V 
Input Current (IIN)    ±1 µA 
Input Capacitance (CIN)   5  pF 

LOGIC OUTPUTS      
Output High Voltage (VOH) ソース電流（ISOURCE）= 100µA VDRIVE − 0.

2 
  V 

Output Low Voltage (VOL) シンク電流（ISINK）= 100µA   0.2 V 
Floating State Leakage Current   ±1 ±20 µA 
Output Capacitance5   5  pF 
Output Coding Bipolar Ranges 2 の補数     
Output Coding Unipolar Ranges ストレート・バイナリ     

CONVERSION RATE      
Conversion Time 表 3 を参照  550  ns 
Acquisition Time6   450  ns 
Throughput Rate チャンネルごと    1000 kSPS 

POWER REQUIREMENTS      
AVCC  4.75 5 5.25 V 
VDRIVE  1.71  5.25 V 
AVCC Current (IAVCC)      

Normal Mode (Static)   9 11 mA 
Normal Mode (Operational) fSAMPLE = 1MSPS  45 50 mA 
 fSAMPLE = 10kSPS  8.5 10 mA 
Standby   5 6 mA 
Shutdown Mode   0.5 5 µA 
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パラメータ テスト条件／コメント Min Typ Max 単位 
VDRIVE Current (IVDRIVE)      

Normal Mode (Static)   2.8 5 µA 
Normal Mode (Operational)  fSAMPLE = 1MSPS  1.8 1.9 mA 
 fSAMPLE = 10kSPS  21 24 µA 
Standby   2.5 4 µA 
Shutdown Mode   0.5 1.5 µA 

Power Dissipation      
Normal Mode (Static)   47 58 mW 
Normal Mode (Operational) fSAMPLE = 1MSPS  245 272 mW 
 fSAMPLE = 10kSPS  45 52 mW 
Standby   26 32 mW 
Shutdown Mode   5 24 µW 

 
1 LSBは最下位ビットを意味します。±2.5V入力レンジでは、1LSB = 76.293µVです。±5V 入力レンジでは、1LSB = 152.58µV です。±10V 入力レンジでは、

1LSB = 305.175µVです。 
2 TUE（% FSR）= TUE（LSB）/216 × 100。例えば、32 LSB = FSR の 0.05%です。 
3 これらの仕様には、全温度範囲の変動と、リファレンス・バッファの影響が含まれています。 
4 入力インピーダンスの変動は出荷時に調整されており、システム・ゲインのキャリブレーションのセクションに説明されています。 
5 出荷テストの対象外です。初期リリース時のサンプル・テストにより、適合性が確保されています。 
6 ADC の入力は内部 PGAによってセトリングされます。そのため、アクイジション時間は変換終了から次の変換開始までの時間を表しており、外部部品の

影響は受けていません。 

 

タイミング仕様 

共通タイミング仕様 

特に指定のない限り、AVCC = 4.75V～5.25V、VDRIVE = 1.71V～5.25V、VREF = 2.5V 外部リファレンスおよび内部リファレンス、TA = −40℃
～+125℃。インターフェースのタイミングは 20pF の負荷容量を使用してテストされており、VDRIVEおよびこのシリアル・インターフェー

スの負荷容量に依存します。 

表 3. 
パラメータ Min Typ Max 単位 説明 

tCYCLE 1   µs 連続する CONVST 立上がりエッジ間の最小時間（オーバーサンプリング・モードを除く）1 
tLP_CNV 10   ns CONVST ロー・パルス幅 
tHP_CNV 10   ns CONVST ハイ・パルス幅 
tD_CNV_BSY   22 ns CONVST ハイから BUSY ハイまでの遅延時間 

tS_BSY 0   ns BUSY 立下がりエッジから RD立下がりエッジまでのセットアップ・タイムの最小時間（パラレル・イ

ンターフェースの場合）、または BUSY 立下がりエッジから DOUTx ラインで MSB が使用できるように

なるまでの最小時間（シリアル・インターフェースの場合） 
tD_BSY 25   ns RDの最後の立下がりエッジからその後に続く BUSY 立下がりエッジまでの最小時間（パラレル・イン

ターフェースの場合）、または最後の LSB がクロック・アウトされてからその後に続く BUSY 立下がり

エッジまでの最小時間（シリアル・インターフェースの場合）。変換時に読出し 
tACQ 0.35   μs アクイジション時間  
tCONV 0.5  0.65 μs 変換時間、オーバーサンプリングなし 
 1.7  1.75 μs 2 倍のオーバーサンプリング 
 3.6  3.8 μs 4 倍のオーバーサンプリング 

 7.6  7.85 μs 8 倍のオーバーサンプリング 
 15.5  16 μs 16 倍のオーバーサンプリング 
 31.0  32.5 μs 32 倍のオーバーサンプリング 
 62.75  65.0 μs 64 倍のオーバーサンプリング 
 126  130 μs 128 倍のオーバーサンプリング 
 252  256 μs 256 倍のオーバーサンプリング 
tRESET      

Partial Reset 55  2000 ns パーシャル・リセット時の RESET のハイ・パルス幅 

Full Reset 3200   ns フル・リセット時の RESET のハイ・パルス幅 
tDEVICE_SETUP    µs RESET 立下がりエッジから最初の CONVST 立上がりエッジまでの時間 

Partial Reset 50   ns  
Full Reset 274   µs  
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パラメータ Min Typ Max 単位 説明 
tWAKE-UP     スタンバイ／シャットダウン・モード後のウェイクアップ・タイム（図 86 参照） 

Standby 1   µs  
Shutdown 10   ms  

tPOWER-UP 10   ms AVCC/VDRIVEが安定してから RESET がアサートされるまでの時間 

 
1 8つの DOUTxラインすべてを選択した場合のシリアル・モードに適用。 
 

共通タイミング図 

 
図 2. 共通タイミング図  

パラレル・モードのタイミング仕様 

表 4. 
パラメータ Min Typ Max 単位 説明 
tS_CS_  RD 0   ns CS立下がりエッジから RD立下がりエッジまでのセットアップ・タイム 
tH_RD_  CS 0   ns RD立上がりエッジから CS立上がりエッジまでのホールド・タイム 
tHP_RD 10   ns RDハイ・パルス幅 
tLP_RD 10   ns RDロー・パルス幅 
tHP_CS 10   ns CSハイ・パルス幅 
tD_CS_DB   35 ns CSから DBx のスリーステート・ディスエーブルまでの遅延 
tD_RD_DB     RD立下がりエッジ後のデータ・アクセス・タイム 
   30 ns VDRIVE > 2.7V 
   25 ns VDRIVE < 2.7V 
tH_RD_DB 12   ns RD立下がりエッジ後のデータ・ホールド・タイム 
tDHZ_CS_DB   40 ns CS立上がりエッジから DBx が高インピーダンスになるまでの時間 
tCYC_RD 30   ns RD立下がりエッジから次の RD立下がりエッジまでの時間 
tD_CS_FD   20 ns CS立下がりエッジから FRSTDATA のスリーステート・ディスエーブルまでの遅延 
tD_RD_FDH   30 ns RD立下がりエッジから FRSTDATA がハイになるまでの遅延 
tD_RD_FDL   30 ns RD立下がりエッジから FRSTDATA がローになるまでの遅延 
tDHZ_CS_FD   25 ns CS立上がりエッジから FRSTDATA のスリーステート・イネーブルまでの遅延 
tS_CS_  WR 0   ns CSから WRまでのセットアップ・タイム 
tHP_WR 2   ns WRハイ・パルス幅 
tLP_WR 35   ns WRロー・パルス幅 
tH_WR_  CS 0   ns WRホールド・タイム 
tS_DB_WR 5   ns 設定データ有効後から WR立上がりエッジまでのセットアップ・タイム 
tH_WR_DB 5   ns WR立上がりエッジから設定データ無効までのホールド・タイム 
tCYC_WR 180   ns 設定データのセトリング・タイム、WR立上がりエッジから次の WR立上がりエッジまで 

 

tS_BSY tD_BSY
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tDEVICE_SETUP

tRESET

tPOWER-UP
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パラレル・モードのタイミング図 

 
図 3. パラレル・モードの読出し、CSパルスと RDパルスを分離 

 

 
図 4. パラレル・モードの読出し、CSパルスと RDパルスをリンク 

 

 
図 5. パラレル・モードの書込み動作 

シリアル・モードのタイミング仕様 

表 5. 
パラメータ Min Typ Max 単位 説明 
fSCLK     SCLK 周波数、fSCLK = 1/tSCLK 
   60 MHz VDRIVE > 2.7V 
   40 MHz VDRIVE < 2.7V 
tSCLK 1/fSCL

K 
  μs 最小 SCLK 周期 

tS_CS_SCK 2   ns CS立下がりエッジから SCLK 立下がりエッジまでのセットアップ・タイム 
tH_SCK_CS 2   ns SCLK 立上がりエッジから CS立上がりエッジまでのホールド・タイム 
tLP_SCK 0.4 × 

tSCLK 
  ns SCLK ロー・パルス幅 

tHP_SCK 0.4 × 
tSCLK 

  ns SCLK ハイ・パルス幅 

tD_CS_DO   18 ns CS立下がりエッジから DOUTx のスリーステートがディスエーブルされるまでの遅延 
tD_SCK_DO     SCLK 立上がりエッジ後のデータ出力アクセス・タイム 
   17 ns VDRIVE > 2.7V 
   25 ns VDRIVE < 2.7V 
tH_SCK_DO     SCLK 立上がりエッジ後のデータ出力ホールド・タイム 
 7   ns VDRIVE > 2.7V 
 10   ns VDRIVE < 2.7V 
tS_SDI_SCK 9   ns SCLK 立下がりエッジ前のデータ入力セットアップ・タイム 
tH_SCK_SDI 0   ns SCLK 立下がりエッジ後のデータ入力ホールド・タイム 
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パラメータ Min Typ Max 単位 説明 
tDHZ_CS_DO   25 ns CS立上がりエッジから DOUTx が高インピーダンスになるまでの時間 
tWR 25   ns 同じレジスタの書込みと読出しの間の時間、または 2 つの書込みの間の時間（fSCLK > 50MHz の場

合） 
tD_CS_FD   16 ns CS立下がりエッジから DOUTx のスリーステートがディスエーブルされるまでの遅延、または CS

立下がりエッジから MSB が有効になるまでの遅延 
tD_SCK_FDL   18 ns 16 番目の SCLK 立下がりエッジから FRSTDATA がローになるまでの時間 
tDHZ_FD   20 ns CS立上がりエッジから FRSTDATA のスリーステートがイネーブルされるまでの時間 

シリアル・モードのタイミング図 

 
図 6. シリアル・タイミング図、ADC モード（チャンネル 1） 

 

 
図 7. シリアル・タイミング・インターフェース、レジスタ・マップの読出しおよび書込み動作 
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絶対最大定格 
特に指定のない限り、TA = 25ºC。 

表 6. 
Parameter Rating 
AVCC to AGND −0.3 V to +6.5 V 
VDRIVE to AGND −0.3 V to AVCC + 0.3 V 
Analog Input Voltage to AGND1 ±21 V 
Digital Input Voltage to AGND −0.3 V to VDRIVE + 0.3 V 
Digital Output Voltage to AGND −0.3 V to VDRIVE + 0.3 V 
REFIN to AGND −0.3 V to AVCC + 0.3 V 
Input Current to Any Pin Except Supplies1 ±10 mA 
Temperature  

Operating Range −40°C to +125°C 
Storage Range −65°C to +150°C 
Junction  150°C 
Pb/Sn, Soldering Reflow  

(10 sec to 30 sec) 
240 (+0)°C 

Pb-Free, Soldering Reflow 260 (+0)°C 
 
1 100mA以下の過渡電流で SCRラッチアップが生じることはありませ

ん。 

上記の絶対最大定格を超えるストレスを加えると、デバイスに

恒久的な損傷を与えることがあります。この規定はストレス定

格のみを指定するものであり、この仕様の動作のセクションに

記載する規定値以上でのデバイス動作を定めたものではありま

せん。デバイスを長時間にわたり絶対最大定格状態に置くと、

デバイスの信頼性に影響を与えることがあります。 

熱抵抗 

熱性能は、プリント回路基板（PCB）の設計と動作環境に直接

関連しています。PCB の熱設計には細心の注意が必要です。 

θJA は、1 立方フィートの密閉容器内で測定された、自然体流で

の周囲とジャンクションの間の熱抵抗です。θJC は、ジャンクシ

ョンとケースの間の熱抵抗です。 

表 7. 熱抵抗 
Package Type θJA

1 θJC Unit 
ST-64-2 40 7 °C/W 

 
1 JEDEC自然対流環境で JEDEC 2s2p サーマル・テスト PCBを使ってシ

ミュレートしたデータ。 

静電放電（ESD）定格 
以下の ESD情報は、ESDに敏感なデバイスを ESDに対して保護

された環境においてのみ取り扱う場合のものです。 

ANSI/ESDA/JEDEC JS-001 準拠の人体モデル（HBM）。 

ANSI/ESDA/JEDEC JS-002準拠の電界誘導帯電デバイス・モデル

（FICDM）。 

AD7606C-16 の ESD 定格 

表 8. AD7606C-16、64 ピン LQFP 
ESD Model Withstand Threshold (V) Class 
HBM  3A 

Analog Inputs Only 6000  
All Other Pins  4000  

FICDM 750 C4 

ESD に関する注意 

 

ESD（静電放電）の影響を受けやすいデバイスです。 

電荷を帯びたデバイスや回路ボードは、検知されない

まま放電することがあります。本製品は当社独自の特

許技術であるESD保護回路を内蔵してはいますが、デ

バイスが高エネルギーの静電放電を被った場合、損傷

を生じる可能性があります。したがって、性能劣化や

機能低下を防止するため、ESD に対する適切な予防措

置を講じることをお勧めします。 
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ピン配置およびピン機能の説明 

 
図 8. ピン配置 

表 9. ピン機能の説明 
ピン番号 タイプ 1 記号 説明 
1, 37, 38, 48 P AVCC アナログ電源電圧は 4.75V～5.25V です。この電源電圧は、内部フロントエンド・アンプと ADC コアに供給され

ます。これらの電源ピンは AGND にデカップリングしてください。 
2, 26, 35, 40, 

41, 47 
P AGND アナログ・グラウンド。AGND ピンは、AD7606C-16 の全アナログ回路のグラウンド基準ポイントです。すべて

のアナログ入力信号と外部リファレンス信号は、AGND ピンを基準としてください。AGND ピンは、6 本すべて

をシステムの AGND プレーンに接続する必要があります。  
3 to 5 DI OS0 to OS2 オーバーサンプリング・モード・ピン。OS0～OS2 は、オーバーサンプリング比の選択、またはソフトウェア・

モードの有効化に使用します（オーバーサンプリング・ビットのデコードについては表 14 を参照）。オーバー

サンプリング動作モードの詳細については、デジタル・フィルタのセクションを参照してください。 
6 DI PAR/SER SEL パラレル／シリアル・インターフェースの選択入力。PAR/SER SEL ピンをロジック・ローに接続すると、パラレ

ル・インターフェースが選択されます。PAR/SER SEL ピンをロジック・ハイに接続すると、シリアル・インター

フェースが選択されます。使用可能な各インターフェースの詳細については、デジタル・インターフェースのセ

クションを参照してください。 
7 DI STBY スタンバイ・モード入力。ハードウェア・モードでは、STBYピンと RANGE ピンを組み合わせることによっ

て、AD7606C-16 をスタンバイ・モードまたはシャットダウン・モードのどちらかのパワーダウン・モードにす

ることができます。ソフトウェア・モードでは、STBYピンは無視されます。したがって、STBYピンはロジッ

ク・ハイに接続することを推奨します。ハードウェア・モードとソフトウェア・モードの詳細については、パワ

ーダウン・モードのセクションを参照してください。 
8 DI RANGE アナログ入力レンジの選択入力。ハードウェア・モードでは、RANGE ピンによってアナログ入力チャンネルの

入力レンジを決定します（表 10 を参照）。STBYピンがロジック・ローの場合は、RANGE ピンによってパワー

ダウン・モードを決定します（表 16 を参照）。ソフトウェア・モードでは、RANGE ピンは無視されます。ただ

し、RANGE ピンはハイまたはローに接続する必要があります。  
9 DI CONVST 変換開始入力。CONVST ピンがローからハイに遷移すると、8 個の SAR ADC すべてでアナログ入力がサンプリ

ングされます。ソフトウェア・モードでは、CONVST ピンを外部オーバーサンプリング・クロックとして設定で

きます。また、低ジッタの外部クロックを使用すれば、オーバーサンプリング比を大きくした場合の S/N 比性能

を改善することができます。詳細については、外部オーバーサンプリング・クロックのセクションを参照してく

ださい。 
10 DI WR パラレル書込み制御入力。ハードウェア・モードでは、WRピンは機能しません。したがって、WRピンは、ハイ

に接続、ローに接続、または CONVST に短絡のいずれも選択可能です。ソフトウェア・モードでは、WRピンは

アクティブ・ローの書込みピンとして機能し、パラレル・インターフェースを使ったレジスタへの書込みに使用

します。詳細については、パラレル・インターフェースのセクションを参照してください。 
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ピン番号 タイプ 1 記号 説明 
11 DI RESET リセット入力、アクティブ・ハイ。フル・リセットまたはパーシャル・リセットを選択できます。リセットのタ

イプはリセット・パルスの長さによって決まります。デバイスによるフル・リセット・パルスの受信は、パワー

アップ後とすることを推奨します。詳細についてはリセット機能のセクションを参照してください。 
12 DI RD/SCLK パラレル・インターフェース選択時のパラレル・データ読出し制御入力（RD）、 
   および、シリアル・インターフェース選択時のシリアル・クロック入力（SCLK）。詳細についてはデジタル・

インターフェースのセクションを参照してください。 
13 DI CS チップ・セレクト。このピンは、ADC データの読出し用、またはレジスタ・データの読出しおよび書込み用の、

アクティブ・ローのチップ・セレクト入力で、シリアル・インターフェースとパラレル・インターフェースの両

方で使用します。詳細についてはデジタル・インターフェースのセクションを参照してください。 
14 DO BUSY ビジー出力。BUSY ピンは、CONVST 立上がりエッジによってロジック・ハイに遷移します。BUSY 出力は、す

べてのチャンネルの変換処理が完了するまでハイに維持されます。  
15 DO FRSTDATA 最初のデータ出力。FRSTDATA 出力信号は、最初のチャンネル V1 がパラレル・インターフェース（図 3 を参

照）またはシリアル・インターフェース（図 6 を参照）を介してリードバック中であることを示します。詳細に

ついてはデジタル・インターフェースのセクションを参照してください。 
16 to 18 DO/DI DB0 to DB2 パラレル出力／入力データ・ビット。パラレル・インターフェース使用時、DB0～DB2 ピンは、スリーステート

のパラレル・デジタル入出力ピンとして機能します（パラレル・インターフェースのセクションを参照）。CSと
RDがローのとき、DB0～DB2 ピンは変換結果の DB0～DB2 を出力します。シリアル・インターフェース使用時

は、DB0～DB2 ピンを AGND に接続してください。  
19 DO/DI DB3/DOUTE パラレル出力／入力データ・ビット 3／シリアル・インターフェース・データ出力ピン。パラレル・インターフ

ェース使用時、DB3/DOUTE ピンはスリーステートのパラレル・デジタル入出力ピンとして機能し、CSと RDがロ

ーのとき、DB3/DOUTE ピンは変換結果の DB3 を出力します。シリアル・インターフェース使用時は、DB3/DOUTE
ピンは DOUTE として機能します。各データ・インターフェースと動作モードの詳細については、表 23 を参照し

てください。 
20 DO/DI DB4/DOUTF パラレル出力／入力データ・ビット 4／シリアル・インターフェース・データ出力ピン。パラレル・インターフ

ェース使用時、DB4/DOUTF ピンはスリーステートのパラレル・デジタル入出力ピンとして機能し、CSと RDがロ

ーのとき、DB4/DOUTF ピンは変換結果の DB4 を出力します。シリアル・インターフェース使用時は、DB4/DOUTF
ピンは DOUTF として機能します。各データ・インターフェースと動作モードの詳細については、表 23 を参照し

てください。 
21 DO/DI DB5/DOUTG パラレル出力／入力データ・ビット 5／シリアル・インターフェース・データ出力ピン。パラレル・インターフ

ェース使用時、DB5/DOUTG ピンはスリーステートのパラレル・デジタル入出力ピンとして機能し、CSと RDがロ

ーのとき、DB5/DOUTG ピンは変換結果の DB5 を出力します。シリアル・インターフェース使用時は、DB5/DOUTG
ピンは DOUTG として機能します。各データ・インターフェースと動作モードの詳細については、表 23 を参照し

てください。 
22 DO/DI DB6/DOUTH パラレル出力／入力データ・ビット 6／シリアル・インターフェース・データ出力ピン。パラレル・インターフ

ェース使用時、DB6/DOUTH ピンはスリーステートのパラレル・デジタル入出力ピンとして機能し、CSと RDがロ

ーのとき、DB6/DOUTH ピンは変換結果の DB6 を出力します。シリアル・インターフェース使用時は、DB6/DOUTH
ピンは DOUTH として機能します。各データ・インターフェースと動作モードの詳細については、表 23 を参照し

てください。 
23 P VDRIVE ロジック電源入力。VDRIVEピンに供給される電圧（1.71V～5.25V）により、インターフェースの動作電圧が決ま

ります。VDRIVEピンの公称電源電圧は、ホスト・インターフェース、つまり DSP（デジタル・シグナル・プロセ

ッサ）および FPGA（フィールド・プログラマブル・ゲート・アレイ）の電源電圧と同じです。 
24 DO/DI DB7/DOUTA パラレル出力／入力データ・ビット 7／シリアル・インターフェース・データ出力ピン。パラレル・インターフ

ェース使用時、DB7/DOUTA ピンはスリーステートのパラレル・デジタル入出力ピンとして機能し、CSと RDがロ

ーのとき、DB7/DOUTA ピンは変換結果の DB7 を出力します。シリアル・インターフェース使用時は、DB7/DOUTA
ピンは DOUTA として機能します。各データ・インターフェースと動作モードの詳細については、表 23 を参照し

てください。 
25 DO/DI DB8/DOUTB パラレル出力／入力データ・ビット 8／シリアル・インターフェース・データ出力ピン。パラレル・インターフ

ェース使用時、DB8/DOUTB ピンはスリーステートのパラレル・デジタル入出力ピンとして機能し、CSと RDがロ

ーのとき、DB8/DOUTB ピンは変換結果の DB8 を出力します。シリアル・インターフェース使用時は、DB8/DOUTB
ピンは DOUTB として機能します。各データ・インターフェースと動作モードの詳細については、表 23 を参照し

てください。  
27 DO/DI DB9/DOUTC パラレル出力／入力データ・ビット 9／シリアル・インターフェース・データ出力ピン。パラレル・インターフ

ェース使用時、DB9/DOUTC ピンはスリーステートのパラレル・デジタル入出力ピンとして機能し、CSと RDがロ

ーのとき、DB9/DOUTC ピンは変換結果の DB9 を出力します。シリアル・インターフェース使用時、ソフトウェ

ア・モードで 4 DOUTx ラインまたは 8 DOUTx ラインのオプションを使用している場合は、DB9/DOUTC ピンは

DOUTC として機能します。各データ・インターフェースと動作モードの詳細については、表 23 を参照してくださ

い。 



データシート AD7606C-16 
 

Rev. 0  － 14/74 － 

ピン番号 タイプ 1 記号 説明 
28 DO/DI DB10/DOUTD パラレル出力／入力データ・ビット 10／シリアル・インターフェース・データ出力ピン。パラレル・インターフ

ェース使用時、DB10/DOUTD ピンはスリーステートのパラレル・デジタル入出力ピンとして機能し、CSと RDが

ローのとき、DB10/DOUTD ピンは変換結果の DB10 を出力します。シリアル・インターフェース使用時、ソフト

ウェア・モードで 4 DOUTx ラインまたは 8 DOUTx ラインのオプションを使用している場合は、DB10/DOUTD ピンは

DOUTD として機能します。各データ・インターフェースと動作モードの詳細については、表 23 を参照してくださ

い。 
29 DO/DI DB11/SDI パラレル出力／入力データ・ビット 11／シリアル・データ入力。パラレル・インターフェース使用時、

DB11/SDIピンはスリーステートのパラレル・デジタル入出力ピンとして機能し、CSと RDがローのとき、

DB11/SDIピンは変換結果の DB11 を出力します。ソフトウェア・モードでシリアル・インターフェース使用時

は、DB11/SDIピンは SDIとして機能します。各データ・インターフェースと動作モードの詳細については、表

23 を参照してください。 
30, 31 DO/DI DB12, DB13 パラレル出力／入力データ・ビット。パラレル・インターフェース使用時、DB12 および DB13 ピンは、スリース

テートのパラレル・デジタル入出力ピンとして機能します（パラレル・インターフェースのセクションを参

照）。CSと RDがローのとき、DB12 および DB13 ピンは変換結果の DB12 と DB13 を出力します。シリアル・イ

ンターフェース使用時は、DB12 および DB13 ピンを AGND に接続してください。 
32 DO/DI DB14 パラレル出力／入力データ・ビット。パラレル・インターフェース使用時、DB14 ピンは、スリーステートのパ

ラレル・デジタル入出力ピンとして機能します（パラレル・インターフェースのセクションを参照）。CSと RD
がローのとき、DB14 ピンは変換結果の DB14 を出力します。シリアル・インターフェース使用時は、DB14 ピン

を AGND に接続してください。 
33 DO/DI DB15 パラレル出力／入力データ・ビット。パラレル・インターフェース使用時、DB15 ピンは、スリーステートのパ

ラレル・デジタル入出力ピンとして機能します（パラレル・インターフェースのセクションを参照）。CSと RD
がローのとき、DB15 ピンは変換結果の DB15 を出力します。シリアル・インターフェース使用時は、DB15 ピン

を AGND に接続してください。 
34 DI REF SELECT 内部リファレンス／外部リファレンス選択のロジック入力。REF SELECT ピンをロジック・ハイにすると、内部

リファレンスが選択されイネーブルになります。REF SELECT ピンをロジック・ローにすると、内部リファレン

スがディスエーブルになるので、REFIN/REFOUT ピンに外部リファレンス電圧を加える必要があります。 
36, 39 P REGCAP 1.9V 内部レギュレータ、アナログ低ドロップアウト・レギュレータ（ALDO）、およびデジタル低ドロップアウ

ト・レギュレータ（DLDO）からの電圧出力用デカップリング・コンデンサ・ピン。REGCAP 出力ピンは、1µF
のコンデンサを使って個別に AGND とデカップリングする必要があります。REGCAP ピンの電圧は 1.875V～

1.93V の範囲です。 
42 REF REFIN/REFOUT リファレンス入力／リファレンス出力。REF SELECT ピンをロジック・ハイに設定すれば、内部 2.5V リファレン

スを REFOUT ピンから取り出して外部で使用することができます。それ以外の場合、REF SELECT ピンをロジッ

ク・ローに設定すると内部リファレンスがディスエーブルされるので、この入力（REFIN）に 2.5V の外部リファ

レンスを加える必要があります。内部リファレンス・オプションの場合も外部リファレンス・オプションの場合

も、REFIN ピンとグラウンド間の REFGND ピンにできるだけ近い位置に 100nF のコンデンサを接続する必要が

あります。詳細については、リファレンスのセクションを参照してください。 
43, 46 REF REFGND リファレンス・グラウンド・ピン。REFGND ピンは AGND に接続する必要があります。 
44, 45 REF REFCAPA, 

REFCAPB 
リファレンス・バッファ出力強制／検出ピン。REFCAPA ピンと REFCAPB ピンは互いに接続し、等価直列抵抗

（ESR）の小さい 10µF セラミック・コンデンサを使って AGND にデカップリングする必要があります。

REFCAPA ピンと REFCAPB ピンの標準電圧は 4.4V です。 
49 AI V1+ チャンネル 1 の正のアナログ入力ピン。  
50 AI V1− チャンネル 1 の負のアナログ入力ピン。 
51 AI V2+ チャンネル 2 の正のアナログ入力ピン。 
52 AI V2− チャンネル 2 の負のアナログ入力ピン。 
53 AI V3+ チャンネル 3 の正のアナログ入力ピン。 
54 AI V3− チャンネル 3 の負のアナログ入力ピン。 
55 AI V4+ チャンネル 4 の正のアナログ入力ピン。 
56 AI V4− チャンネル 4 の負のアナログ入力ピン。 
57 AI V5+ チャンネル 5 の正のアナログ入力ピン。 
58 AI V5− チャンネル 5 の負のアナログ入力ピン。 
59 AI V6+ チャンネル 6 の正のアナログ入力ピン。 
60 AI V6− チャンネル 6 の負のアナログ入力ピン。 
61 AI V7+ チャンネル 7 の正のアナログ入力ピン。 
62 AI V7− チャンネル 7 の負のアナログ入力ピン。 
63 AI V8+ チャンネル 8 の正のアナログ入力ピン。 
64 AI V8− チャンネル 8 の負のアナログ入力ピン。 

 
1 Pは電源、DIはデジタル入力、DOはデジタル出力、REFはリファレンス入力／出力、AI はアナログ入力、GNDはグラウンドです。 
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代表的な性能特性 

 
図 9. 高速フーリエ変換（FFT）、±20V 差動レンジ、 

低帯域幅モード 

 
図 10. FFT、±10V シングルエンド・レンジ、低帯域幅モード  

 

 
図 11. FFT、0V～10V シングルエンド・レンジ、低帯域幅モード 

 

 
図 12. FFT、±20V 差動レンジ、高帯域幅モード 

 

 
図 13. FFT、±10V シングルエンド・レンジ、高帯域幅モード 

 

 
図 14. FFT、0V～10V シングルエンド・レンジ、高帯域幅モード 
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図 15. 様々なオーバーサンプリング比（OSR）での S/N 比と 
入力周波数の関係、±20V 差動レンジ、低帯域幅モード、 

内部オーバーサンプリング・クロック使用時 
（OS = オーバーサンプリング） 

 
図 16. 様々な OSR 値での S/N 比と入力周波数の関係、 

±10V シングルエンド・レンジ、低帯域幅モード、 
内部オーバーサンプリング・クロック使用時 

 
図 17. 様々な OSR 値での S/N 比と入力周波数の関係、 
0V～10V シングルエンド・レンジ、低帯域幅モード、 

内部オーバーサンプリング・クロック使用時 

 
図 18. 様々な OSR 値での S/N 比と入力周波数の関係、 

±20V 差動レンジ、高帯域幅モード、 
内部オーバーサンプリング・クロック使用時 

 

 
図 19. 様々な OSR 値での S/N 比と入力周波数の関係、 

±10V シングルエンド・レンジ、高帯域幅モード、 
内部オーバーサンプリング・クロック使用時 

 
図 20. 様々な OSR 値での S/N 比と入力周波数の関係、 
0V～10V シングルエンド・レンジ、高帯域幅モード、 

内部オーバーサンプリング・クロック使用時 
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図 21. 様々な OSR 値での S/N 比と入力周波数の関係、 

±20V 差動レンジ、低帯域幅モード、 
外部オーバーサンプリング・クロック使用時 

 
図 22. 様々な OSR 値での S/N 比と入力周波数の関係、 

±10V シングルエンド・レンジ、低帯域幅モード、 
外部オーバーサンプリング・クロック使用時 

 
図 23. 様々な OSR 値での S/N 比と入力周波数の関係、 
0V～10V シングルエンド・レンジ、低帯域幅モード、 

外部オーバーサンプリング・クロック使用時 

 
図 24. 様々な OSR 値での S/N 比と入力周波数の関係、 

±20V 差動レンジ、高帯域幅モード、 
外部オーバーサンプリング・クロック使用時 

 
図 25. 様々な OSR 値での S/N 比と入力周波数の関係、 

±10V シングルエンド・レンジ、高帯域幅モード、 
外部オーバーサンプリング・クロック使用時 

 
図 26. 様々な OSR 値での S/N 比と入力周波数の関係、 
0V～10V シングルエンド・レンジ、高帯域幅モード、 

外部オーバーサンプリング・クロック使用時 
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図 27. THD と入力レベルの関係、±20V 差動レンジ、 

低帯域幅モード 

 
図 28. THD と入力レベルの関係、 

±10V シングルエンド・レンジ、低帯域幅モード 

 
図 29. THD と入力レベルの関係、 

0V～10V シングルエンド・レンジ、低帯域幅モード 

 
図 30. THD と入力レベルの関係、±20V 差動レンジ、 

高帯域幅モード 

 
図 31. THD と入力レベルの関係、 

±10V シングルエンド・レンジ、高帯域幅モード 

 
図 32. THD と入力レベルの関係、 

0V～10V シングルエンド・レンジ、高帯域幅モード 
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図 33. 様々なソース・インピーダンス（RSOURCE）での THD と 

入力周波数の関係、±20V 差動レンジ、低帯域幅モード 

 
図 34. 様々なソース・インピーダンスでの THD と入力周波数の

関係、±10V シングルエンド・レンジ、低帯域幅モード 

 
図 35. 様々なソース・インピーダンスでの THD と入力周波数の

関係、0V～10V シングルエンド・レンジ、低帯域幅モード 

 
図 36. 様々なソース・インピーダンスでの THD と入力周波数の

関係、±20V 差動レンジ、高帯域幅モード 

 
図 37. 様々なソース・インピーダンスでの THD と入力周波数の

関係、±10V シングルエンド・レンジ、高帯域幅モード 

 
図 38. 様々なソース・インピーダンスでの THD と入力周波数の

関係、0V～10V シングルエンド・レンジ、高帯域幅モード 

±20V DIFFERENTIAL RANGE
LOW BW MODE
fSAMPLE = 1MSPS
RSOURCE MATCHED ON Vx+ AND Vx–

0Ω
50Ω
1kΩ
10kΩ
50kΩ

INPUT FREQUENCY (kHz)

0.01 0.1 1 10 40
–110

–105

–100

–95

–90

–85

–80

–75

TH
D 

(d
B)

26
07

1-
12

4

±10V SINGLE-ENDED RANGE
LOW BW MODE
fSAMPLE = 1MSPS
RSOURCE MATCHED ON Vx+ AND Vx–

0Ω
50Ω
1kΩ
10kΩ
50kΩ

INPUT FREQUENCY (kHz)

0.01 0.1 1 10 40
–110

–105

–100

–95

–90

–85

–80

–75

TH
D 

(d
B)

26
07

1-
12

5

0Ω
50Ω
1kΩ
10kΩ
50kΩ

INPUT FREQUENCY (kHz)

0.01 0.1 1 10 40
–110

–105

–100

–95

–90

–85

–80

–75

TH
D 

(d
B)

0V TO 10V SINGLE-ENDED RANGE
LOW BW MODE
fSAMPLE = 1MSPS
RSOURCE MATCHED ON Vx+ AND Vx–

26
07

1-
12

6

0Ω
50Ω
1kΩ
10kΩ
50kΩ

INPUT FREQUENCY (kHz)

0.01 0.1 1 10 40
–110

–105

–100

–95

–90

–85

–80

–75

TH
D 

(d
B)

±20V DIFFERENTIAL RANGE
HIGH BW MODE
fSAMPLE = 1MSPS
RSOURCE MATCHED ON Vx+ AND Vx–

26
07

1-
12

7

0Ω
50Ω
1kΩ
10kΩ
50kΩ

INPUT FREQUENCY (kHz)

0.01 0.1 1 10 40
–110

–105

–100

–95

–90

–85

–80

–75

TH
D 

(d
B)

±10V SINGLE-ENDED RANGE
HIGH BW MODE
fSAMPLE = 1MSPS
RSOURCE MATCHED ON Vx+ AND Vx–

26
07

1-
12

8

0Ω
50Ω
1kΩ
10kΩ
50kΩ

INPUT FREQUENCY (kHz)

0.01 0.1 1 10 40
–110

–105

–100

–95

–90

–85

–80

–75

TH
D 

(d
B)

0V TO 10V SINGLE-ENDED RANGE
HIGH BW MODE
fSAMPLE = 1MSPS
RSOURCE MATCHED ON Vx+ AND Vx–

26
07

1-
12

9



データシート AD7606C-16 
 

Rev. 0  － 20/74 － 

 
図 39. 代表的な DNL、低帯域幅モード 

 

 
図 40. 代表的な INL、低帯域幅モード 

 

 
図 41. S/N 比の温度特性、低帯域幅モード 

 

 
図 42. 代表的な DNL、高帯域幅モード 

 

 
図 43. 代表的な INL、高帯域幅モード  

 

 
図 44. S/N 比の温度特性、高帯域幅モード 
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図 45. PFS および NFS 誤差の温度特性、 

±20V 差動レンジ 

 
図 46. PFS および NFS 誤差の温度特性、 

±10V シングルエンド・レンジ 

 
図 47. FS 誤差の温度特性、0V～10V シングルエンド・レンジ 

 

 
図 48. PFS および NFS ドリフトのヒストグラム、 

±10V シングルエンド・レンジ 

 
図 49. バイポーラ・ゼロ・コード（BZC）ドリフトの 

ヒストグラム、±10V シングルエンド・レンジ 

 
図 50. FS およびゼロ・スケール（ZS）ドリフトの 
ヒストグラム、0V～10V シングルエンド・レンジ 
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図 51. バイポーラ・ゼロ・コード誤差の温度特性、 

±20V 差動レンジ 

 
図 52. バイポーラ・ゼロ・コード誤差の温度特性、 

±10V シングルエンド・レンジ 

 
図 53. ZS 誤差の温度特性、0V～10V シングルエンド・レンジ 

 

 
図 54. コードのヒストグラム、±20V 差動レンジ 

 

 
図 55. コードのヒストグラム、±10V シングルエンド・レンジ 

 

 
図 56. コードのヒストグラム、 

0V～10V シングルエンド・レンジ 
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図 57. 様々な温度での AVCC電源電流と 

スループット・レートの関係 

 
図 58. 様々な差動レンジでのアナログ入力電流と入力電圧の関係 

 

 
図 59. 様々なパイポーラ・シングルエンド・レンジでの 

アナログ入力電流と入力電圧の関係 

 
図 60. ノーマル・モードとオートスタンバイ・モードでの 

AVCC電源電流とスループット・レートの関係  

 
図 61. リファレンス・ドリフト 

 

 
図 62. 様々なユニポーラ・シングルエンド・レンジでの 

アナログ入力電流と入力電圧の関係 

AVCC = 5V, VDRIVE = 3.3V
INTERNAL REFERENCE
LOW BW MODE

TA = –40°C
TA = +25°C
TA = +125°C

THROUGHPUT RATE (kSPS)

0 200 400 600 800 1000
0

5

10

15

20

25

30

35

40

45

50

AV
CC

 S
UP

PL
Y 

CU
RR

EN
T 

(µ
A)

26
07

1-
14

8

Vx+

Vx–

±20V
±12.5V
±10V
±5V

AVCC = 5V, VDRIVE = 3.3V
fSAMPLE = 1MSPS
TA = 25°C

INPUT VOLTAGE, [Vx+] – [Vx–] (V)

–20 –15 –10 –5 0 5 10 15 20
–20

–15

–10

–5

0

5

10

15

20

AN
AL

O
G

 IN
PU

T 
CU

RR
EN

T 
(µ

A)

26
07

1-
14

9

±12.5V
±10V
±6.25V
±5V
±2.5V

AVCC = 5V, VDRIVE = 3.3V
fSAMPLE = 1MSPS
TA = 25°C
Vx– TIED TO AGND

Vx+

Vx–

INPUT VOLTAGE, [Vx+] – [Vx–] (V)

–12.5 –10.0 –7.5 –5.0 –2.5 0 2.5 5.0 7.5 10.0 12.5
–20

–15

–10

–5

0

5

10

15

20

AN
AL

O
G

 IN
PU

T 
CU

RR
EN

T 
(µ

A)

26
07

1-
15

0

AVCC = 5V, VDRIVE = 3.3V
INTERNAL REFERENCE
LOW BW MODE
TA = 25°C

NORMAL MODE
AUTOSTANDBY MODE

THROUGHPUT RATE (kSPS)

0 100 200 300 400 500 600 700 800 900 1000
0

5

10

15

20

25

30

35

40

45

50

AV
CC

 S
UP

PL
Y 

CU
RR

EN
T 

(µ
A)

26
07

1-
15

1

TEMPERATURE (°C)

–40 –20 0 20 40 60 80 100 120
2.495

2.496

2.497

2.498

2.499

2.500

2.501

2.502

2.503

2.504

2.505

RE
FE

RE
NC

E 
VO

LT
AG

E 
(V

)

AVCC = 5V, VDRIVE = 3.3V
fSAMPLE = 1MSPS

26
07

1-
15

2

–3

–2

–1

0

1

2

3

5

6

7

8

9

10
AVCC = 5V, VDRIVE = 3.3V
fSAMPLE = 1MSPS
TA = 25°C
Vx– TIED TO AGND

Vx+

Vx–

0V TO 12.5V
0V TO 10V
0V TO 5V

INPUT VOLTAGE, [Vx+] – [Vx–] (V)

0 2 4 6 8 10 12

AN
AL

O
G

 IN
PU

T 
CU

RR
EN

T 
(µ

A)

26
07

1-
15

3



データシート AD7606C-16 
 

Rev. 0  － 24/74 － 

 
図 63. ステップ応答、±20V 差動レンジ 

 

 
図 64. ステップ応答、±10V シングルエンド・レンジ 

 

 
図 65. ステップ応答、0V～10V シングルエンド・レンジ 

 
図 66. ステップ応答、±20V 差動レンジ、高精度のセトリング 

 

 
図 67. ステップ応答、±10V シングルエンド・レンジ、 

高精度のセトリング 

 
図 68. ステップ応答、0V～10V シングルエンド・レンジ、 

高精度のセトリング 
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図 69. チャンネル間アイソレーションとノイズ周波数の関係、 

低帯域幅モード 

 
図 70. AC 電源電圧変動除去比（PSRR）の周波数特性、 

低帯域幅モード 

 
図 71. 入力インピーダンスの温度特性 

 

 
図 72. チャンネル間アイソレーションとノイズ周波数の関係、 

高帯域幅モード 

 
図 73. AC PSRR の周波数特性、高帯域幅モード 
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用語の定義 
積分非直線性（INL） 
ADC 伝達関数の両端を結ぶ直線からの最大偏差です。伝達関数

の両端は、ゼロ・スケール（最初のコード遷移より½LSB 下）と

フルスケール（最後のコード遷移より½LSB 上）です。  

微分非直線性（DNL） 
ADC の 2 つの隣接コード間における 1LSB 変化の測定値と理論

値の差です。 

バイポーラ・ゼロ・コード誤差 

バイポーラ・ゼロ・コード誤差は（すべて1からすべて 0への）

ミッドスケール遷移の理想値からの偏差（0V - ½LSB）です。 

バイポーラ・ゼロ・コード誤差マッチング 

バイポーラ・ゼロ・コード誤差マッチングは、2 つの入力チャ

ンネル間のバイポーラ・ゼロ・コード誤差の絶対差です。  

オープン・サーキット・コード誤差 

オープン・サーキット・コード誤差は、アナログ入力にオープ

ン・サーキットがあるとき、および 2 本のアナログ入力ピン間

に接続されたプルダウン抵抗（RPD）にオープン・サーキットが

あるときの ADC 出力コードです。詳細については、図 95 を参

照してください。 

正のフルスケール（PFS）誤差 
バイポーラ・レンジにおける PFS 誤差は、バイポーラ・ゼロ・

コード誤差調整後における理論的な最後のコード遷移値（例え

ば、10V - 1½LSB（9.99954）、5V - 1½LSB（4.99977）、2.5V - 1½
LSB（2.49988））と、実際に測定した最後のコード遷移値の差

です。PFS 誤差には、リファレンス・バッファの寄与も含まれ

ます。 

正のフルスケール（PFS）誤差マッチング 
PFS 誤差マッチングは、2 つの入力チャンネル間の正のフルスケ

ール誤差の絶対差です。 

負のフルスケール（NFS）誤差 
パイポーラ・レンジにおける NFS 誤差は、バイポーラ・ゼロ・

コード誤差調整後における理論的な最初のコード遷移値（例え

ば、-10V + ½LSB（-9.99984）、-5V + ½LSB（-4.99992）、-2.5V + 
½LSB（-2.49996））と、実際に測定された最初のコード遷移値

の差です。NFS 誤差には、リファレンス・バッファの寄与も含

まれます。 

負のフルスケール（NFS）誤差マッチング 
NFS誤差マッチングは、2つの入力チャンネル間の負のフルスケ

ール誤差の絶対差です。 

フルスケール（FS）誤差 
ユニポーラ・レンジにおける FS 誤差は、ゼロ・スケール誤差調

整後における理論的な最後のコード遷移値（例えば、10V - 1½
LSB（9.99816）、5V - 1½LSB（4.999816））と、実際に測定した

最後のコード遷移値の差です。FS 誤差には、リファレンス・バ

ッファの寄与も含まれます。 

ゼロ・スケール（ZS）誤差 
ユニポーラ・レンジにおける ZS誤差は、理論的な最初のコード

遷移値（0V − ½LSB）と実際に測定した最初のコード遷移値の差

です 

総合未調整誤差（TUE） 
TUE は、実際の出力コードと理論出力コード間の最大誤差です。

TUE には、INL 誤差、バイポーラ・ゼロ・コード誤差、正負の

フルスケール誤差、およびリファレンス誤差が含まれます。 

信号／ノイズ+歪み（SINAD）比 
SINAD 比は、A/D コンバータの出力における信号測定値と「ノ

イズ+歪み」測定値の比です。信号は基本波の rms 振幅で表しま

す。ノイズは 1/2サンプリング周波数（fS/2、DCを除く）までの

非基本波の総和で表します。 

この比はデジタル化処理の量子化レベル数に依存し、レベル数

が大きいほど量子化ノイズは小さくなります。  

サイン波入力を持つ理想的な N ビット・コンバータの理論的な

SINAD は次式で求めます。 

SINAD =（6.02N + 1.76）dB 

したがって、16 ビット・コンバータの SINAD は 98dB になりま

す。 

全高調波歪み（THD） 
THD は、高調波の rms 和と基本波の比です。AD7606C-16 の場

合、この値は次のように定義されます。 

THD（dB）=  

20log   

ここで、 
V2～V9は、2 次～9 次高調波の rms 振幅です。 
V1は基本波の rms 振幅。 

ピーク高調波またはスプリアス・ノイズ 

ピーク高調波またはスプリアス・ノイズは、基本波の rms 値と、

ADC 出力スペクトル内で（fS/2 まで、DC を除く）その次に大き

い成分の rms 値との比です。一般に、この値はスペクトルに含

まれる最大の高調波によって決まりますが、高調波がノイズ・

フロアに埋まっている ADC ではノイズ・ピークによって決まり

ます。 

電源電圧変動除去比（PSRR） 
電源の変化はコンバータの直線性ではなく、フルスケール遷移

に影響を与えます。電源電圧変動除去（PSR）は、電源電圧の

公称値からの変化により生じるフルスケール遷移点の最大変化

量です。PSRR は、ADC 周波数 fS の AVCC 電源に加えられる

100mVp-p サイン波と、周波数 fS における ADC 出力電力との比

として定義されます。 

PSRR（dB）= 20 log（0.1/PfS） 

ここで、 
PfSは AVCC電源にカップリングした周波数 fSの電力です。 
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チャンネル間アイソレーション 

チャンネル間アイソレーションはすべての入力チャンネル間の

クロストーク・レベルの大きさです。この値を測定するには、

選択されていない入力チャンネルすべてに最大 200kHzのサイン

波信号を入力し、1kHz のサイン波信号が印加されているチャン

ネルでフルスケール信号の減衰量を調べます（図 58 を参照）。 

位相遅延 

位相遅延は、コンバータによって入力をサンプリングした時点

から、ADC で結果を読み出すまでの絶対的な時間遅延です。こ

れには、デバイスのアナログ・フロント・エンドによる遅延も

含まれます。 

位相遅延ドリフト 

位相遅延ドリフトは、デバイスの動作温度全体にわたる単位温

度あたりの位相遅延の変化量です。 

位相遅延マッチング 

位相遅延マッチングは、同時にサンプリングされたペア間で観

測される最大位相遅延です。 

ボックス法 

ボックス法は、次の式で表されます。 

 
 
ここで、 
TCVOUTの単位は ppm/ºC、 
VOUT（TX）は温度 TXでの出力電圧、 
T1 = -40ºC、 
T2 = +25ºC、 
T3 = +125ºC です。 

このボックス法を使用することにより、デバイスの出力電圧を

測定した 3 つの温度における最大差を TCVOUTで正確に表すこと

ができます。 

 

6{ ( , , )} { ( , , )}
10

( ) ( )

OUT

OUT 1 2 3 OUT 1 2 3

OUT 2 3 1
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max V T T T min V T T T
V T T T
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−
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動作原理 
アナログ・フロント・エンド 

AD7606C-16は、8チャンネルの 16ビット同時サンプリングA/D
変換 DAS です。各チャンネルには、アナログ入力クランプ保護

機能、PGA、LPF、16ビット SAR ADC が組み込まれています。 

アナログ入力レンジ 

AD7606C-16は、真のバイポーラ差動入力電圧、バイポーラ・シ

ングルエンド入力電圧、ユニポーラ・シングルエンド入力電圧

を処理できます。ソフトウェア・モードでは、アドレス 0x03～
アドレス 0x06 を使って、チャンネルごとに個別のアナログ入力

レンジを設定できます。ソフトウェア・モードでは、RANGEピ

ンのロジック・レベルは無視されます。 

ハードウェア・モードでは、表 10 に示すように、RANGE ピン

のロジック・レベルが、すべてのアナログ入力チャンネルのア

ナログ入力レンジを±10Vとするか±5V とするかを決定します。 

RANGEピンのロジックを変えると、アナログ入力レンジが直ち

に変更されます。ただし普通は、通常必要とされるアクイジシ

ョン時間に、約 80µs のセトリング時間が加わります。スループ

ット・レートが高いアプリケーションでは、変換中に RANGE
ピンを変更することは推奨できません。  

表 10. アナログ入力レンジの選択 
Range (V) Hardware Mode1 Software Mode2 
±10 Single-Ended RANGE pin high Address 0x03 through 

Address 0x06 
±5 Single-Ended RANGE pin low Address 0x03 through 

Address 0x06 
Any Other Range Not applicable Address 0x03 through 

Address 0x06 
 
1 8 つのアナログ入力チャンネルには、すべて同じ入力レンジ（±10V ま

たは±5V）が適用されます。 
2 アナログ入力レンジは、メモリ・マップを使ってチャンネルごとに選

択されます。 

アナログ入力インピーダンス 

AD7606C-16 のアナログ入力インピーダンスは 1MΩ（最小値）

です。この入力インピーダンスは固定されており、AD7606C-16
のサンプリング周波数によって変化することはありません。こ

の高いアナログ入力インピーダンスにより AD7606C-16 の前段

にドライバ・アンプは不要となり、ソースまたはセンサーを直

結することができます。したがって、シグナル・チェーンから

バイポーラ電源をなくすことができます。 

アナログ入力クランプ保護 

AD7606C-16 のアナログ入力回路を図 74 に示します。AD7606C-
16 のそれぞれのアナログ入力はクランプ保護回路を備えていま

す。動作は 5V単電源ですが、このアナログ入力クランプ保護に

より、最大±21Vまでの入力過電圧が許容されます。  

 
図 74. 各チャンネルのアナログ入力回路 

クランプ回路の入力クランプ電流とソース電圧の関係を図 75 に

示します。最大±21V までの入力電圧では、クランプ回路に電流

は流れません。±21V を超える入力電圧では、AD7606C-16 のク

ランプ回路がオンになります。 

 
図 75. 入力保護クランプのプロファイル 

入力電圧が±21Vを超えた場合の電流を±10mAに制限するために、

アナログ入力チャンネルには直列抵抗を接続することを推奨し

ます。アナログ入力チャンネルVx+に直列抵抗（R）が接続され

たアプリケーションでは、システムにオフセットが生じないよ

うにするため、図 76 に示すように、この抵抗（R）と Vx−の抵

抗のマッチングを行うことを推奨します。ただしソフトウェ

ア・モードでは、チャンネルごとにシステム・オフセットのキ

ャリブレーションが行われて、システム全体のオフセットが除

去されます（システム・オフセットのキャリブレーションのセ

クションを参照）。 

通常動作時に、長時間にわたり AD7606C-16 のアナログ入力が

入力レンジを超える状態にしておくことは推奨できません。こ

の状態を放置すると、バイポーラ・ゼロ・コード誤差性能が低

下するおそれがあります。シャットダウン・モードやスタンバ

イ・モードでは、このような心配はありません。 

 
図 76.シングルエンド・レンジでの AD7606C-16 アナログ入力の 

入力抵抗マッチング（Vx-はグラウンドに接続） 
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PGA 
各入力チャンネルには PGA が組み込まれています。ゲインは、

バイポーラ差動、バイポーラ・シングルエンド、またはユニポ

ーラ・シングルエンドのアナログ入力信号を ADC の完全差動入

力レンジに合わせてスケーリングするために、選択したアナロ

グ入力レンジ（表 10 を参照）に応じて設定することができます。 

PGA の各入力の入力インピーダンスは、全体的なゲイン誤差を

維持するために正確に調整されています。更にこの調整値は、

ゲイン・キャリブレーションを有効にして外部直列抵抗により

生じるゲイン誤差を補償するときに使われます。PGA 機能の詳

細については、システム・ゲインのキャリブレーションのセク

ションを参照してください。 

アナログ入力のアンチエイリアシング・フィルタ 

AD7606C-16はアナログ・アンチエイリアシング・フィルタを内

蔵しています。アナログ・アンチエイリアシング・フィルタの

周波数応答を図 77 に、位相応答を図 78 に示します。-3dB 周波

数は、25kHz（代表値）です。  

 
図 77. アナログ・アンチエイリアシング・フィルタの周波数応答、

低帯域幅モード 

 
図 78. アナログ・アンチエイリアシング・フィルタの位相応答、 

低帯域幅モード 

更に、AD7606C-16 ではチャンネルごとに ADC の高帯域幅モー

ドを有効にすることができ、図 79 と図 80 に示すように、-3dB
周波数が最大で 220kHz まで移動します。図 63～図 68 に示すよ

うに、このモードは高速アナログ入力セトリング・アプリケー

ション専用です。 

 
図 79. アナログ・アンチエイリアシング・フィルタの周波数応答、

高帯域幅モード 

 
図 80. アナログ・アンチエイリアシング・フィルタの位相応答、 

高帯域幅モード 

SAR ADC 
AD7606C-16 の ADCは、フルスケール振幅の入力信号を 16ビッ

ト分解能で正確に捉えることができます。8 個の SAR ADC は、

すべて CONVST 信号の立上がりエッジで各入力を同時にサンプ

リングします。  

BUSY 信号は変換が進行中であることを示します。したがって、

CONVST 信号の立上がりエッジで BUSY ピンがロジック・ハイ

になり、変換プロセス全体の終了時にローに遷移します。8 つ

すべてのチャンネルで変換プロセスが終了したことは、BUSY
信号の立下がりエッジによって示されます。次の変換セットの

アクイジション時間は、BUSY 信号の立下がりエッジから開始

されます。BUSY 信号がハイの間、CONVST の立上がりエッジ

は無視されます。 

新しいデータは、BUSY 出力がローになってから、パラレル・

インターフェースまたはシリアル・インターフェースを介して

出力レジスタから読み出すことができます。あるいは、変換時

の読出しのセクションに示すように、BUSY ピンがハイの間に

前の変換のデータを読み出すことができます。 

AD7606C-16には、変換を行うオンチップ発振器が組み込まれて

います。すべてのADCチャンネルの変換時間は tCONVです（表 3
を参照）。ソフトウェア・モードには、CONVST ピンを通じて

外部クロックを使用するためのオプションがあります。低ジッ

タの外部クロックを使用すれば、オーバーサンプリング比を大

きくした場合の S/N 比性能を改善することができます。詳細に
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ついては、デジタル・フィルタのセクションと図 15～図 18を参

照してください。 

使用しないアナログ入力チャンネルは、すべて AGND に接続し

ます。変換は、常にすべてのチャンネルに対して行われるので、

データ読出しには未使用チャンネルの結果も含まれます。  

ADC の伝達関数 
AD7606C-16の出力コーディングは、バイポーラ・アナログ入力

レンジの場合、シングルエンドと差動のどちらも 2 の補数です。

ユニポーラ・レンジでの出力コーディングはストレート・バイ

ナリです。 

設計上のコード遷移は LSB の連続する整数値の中間（1/2LSB、
3/2LSB ） で発 生 し ます 。 AD7606C-16 の LSB サ イ ズ は

FSR/262,144です。図 81にAD7606C-16の理想的な伝達特性を示

します。表 11 と表 12 に示すように、LSB サイズは選択したア

ナログ入力レンジに依存します。 

 
図 81. AD7606C-16 の理想的な伝達特性、バイポーラ・アナログ 

入力レンジ（2 の補数の出力コーディング） 

 

 
図 82. AD7606C-16 の理想的な伝達特性、ユニポーラ・アナログ 

入力レンジ（ストレート・バイナリの出力コーディング） 

表 11. バイポーラ入力電圧範囲 
Range PFS (V) Midscale (V) NFS (V) LSB (μV) 
Differential, Bipolar     

±20 V  +20 0 −20 610.32 
±12.5 V  +12.5 0 −12.5 381.44 
±10 V  +10 0 −10 305.2 
±5 V  +5 0 −5 152.4 

Single-Ended, Bipolar     
±12.5 V  +12.5 0 −12.5 381.44 
±10 V  +10 0 −10 305.2 
±6.25 V  +6.25 0 −6.25 190.8 
±5 V  +5 0 −5 152.4 
±2.5 V  +2.5 0 −2.5 76 

表 12. ユニポーラ入力電圧範囲 
Range FS (V) Midscale (V) ZS (V) LSB (μV) 
Single-Ended, Unipolar     

0 V to 12.5 V 12.5 6.25 0 190.4 
0 V to 10 V 10 5 0 152.4 
0 V to 5 V  5 2.5 0 76 
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リファレンス 

AD7606C-16 は 2.5V のバンド・ギャップ・リファレンスを内蔵

しています。REFIN/REFOUT ピンは次のどちらか使用できます。 

• REF SELECTピンがロジック・ハイに接続されている場合

は、2.5V 内部リファレンスへのアクセス。 
• REF SELECTピンがロジック・ローに接続されている場合

は、2.5V 外部リファレンスの入力。 

表 13. リファレンスの設定 
REF SELECT
ピン 選択したリファレンス 
ロジック・ハイ 内部リファレンスをイネーブル 
ロジック・ロー 内部リファレンスをディスエーブル（外部

2.5V リファレンス電圧を REFIN/REFOUT ピ

ンに接続する必要があります） 

図 83 に示すように、AD7606C-16 は、最大約 4.4Vのリファレン

ス電圧が得られるように設定されたリファレンス・バッファを

内蔵しています。この 4.4Vバッファ付きリファレンスは、図 83
に示すように SAR ADC が使用します。リセット後の AD7606C-
16 は、REF SELECT ピンで選択されたリファレンス・モードで

動作します。REFCAPAピンと REFCAPB ピンは外部で互いに短

絡させ、REFGNDピンに 10µFのセラミック・コンデンサを接続

してリファレンス・バッファの動作がクローズドループ動作と

なるようにする必要があります。REFIN/REFOUT ピンには

0.1µFのセラミック・コンデンサが必要です。 

AD7606C-16が外部リファレンス・モードに設定されている場合、

REFIN/REFOUT ピンは高入力インピーダンス・ピンとなります。  

 
図 83. リファレンス回路 

複数の AD7606C-16 デバイスの使用 
複数の AD7606C-16 デバイスを使用するアプリケーションでは、

そのアプリケーションの条件に応じて、外部リファレンス・モ

ードのセクションと内部リファレンス・モードのセクションに

示す構成を推奨します。 

外部リファレンス・モード 

1 つの外部リファレンスですべての AD7606C-16 デバイスの

REFIN/REFOUTピンを駆動することができます（図 84を参照）。

この設定では、少なくとも 100nF のデカップリング・コンデン

サを使って、AD7606C-16 の各 REFIN/REFOUT ピンをデカップ

リングしてください。 

 

 
図 84. 1 つの外部リファレンスで複数の AD7606C-16 の

REFIN/REFOUT ピンを駆動 

内部リファレンス・モード 

内部リファレンス・モードで動作するように設定された

AD7606C-16 デバイス 1 個で、外部リファレンス・モードで動作

するように設定された残りの AD7606C-16 デバイスを駆動する

ことができます（図 85 参照）。内部リファレンス・モードに設

定された AD7606C-16のREFIN/REFOUTピンは、10µFのセラミ

ック・デカップリング・コンデンサを使ってデカップリングし

てください。外部リファレンス・モードに設定された他の

AD7606C-16 デバイスの REFIN/REFOUT ピンには、少なくとも

100nF のデカップリング・コンデンサを使用する必要がありま

す。 

 
図 85. 内部リファレンスで複数の AD7606C-16 の 

REFIN/REFOUT ピンを駆動 

動作モード 

AD7606C-16 は、表 14 に示す OSx ピンを制御することにより、

ハードウェア・モードまたはソフトウェア・モードで動作させ

ることができます。 

ハードウェア・モードの AD7606C-16 は、RANGE ピン、OSx ピ

ン、または STBYピンのロジック・レベルに応じて設定されま

す。AD7606C-16 は、AD7606、AD7606B、AD7608、AD7609 と

下位互換性があります。 

3 本の OSx ピンがすべてロジック・ハイに接続されソフトウェ

ア・モードが選択されている状態の AD7606C-16 は、シリアル

またはパラレル・インターフェースを介して対応するレジスタ

にアクセスすることで設定できます。表 15 に示すように、この

モードでは追加的な機能を使用できます。リファレンスとデー

タ・インターフェースは、ハードウェア・モードでもソフトウ

ェア・モードでも、REF SELECTピンと PAR/SER SELピンを使

って選択します。 

表 14. オーバーサンプリング・ピンのデコード 
OS2 OS1 OS0 Oversampling Ratio 
0 0 0 No oversampling 
0 0 1 2 
0 1 0 4 
0 1 1 8 
1 0 0 16 
1 0 1 32 
1 1 0 64 
1 1 1 Enters software mode 
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表 15. 機能マトリックス 
パラメータ ハードウェア・モード ソフトウェア・モード 

アナログ入力レンジ 1 ±10V または±5V2 シングルエンド、バイポーラ：±12.5V、±10V、±6.25V、±5V、
±2.5V3 

  シングルエンド、ユニポーラ：0V～12.5V、0V～10V、0V～5V3 
  差動、バイポーラ：±20V、±12.5V、±10V、±5V3 
システムのゲイン、位相、オフセットのキャリ

ブレーション 
使用不可 使用可 3 

OSR オーバーサンプリング

なし～OSR = 64 
オーバーサンプリングなし～OSR = 256 

アナログ入力のオープン・サーキット検出 使用不可 使用可 3 
シリアル・データ出力ライン 2 選択可能：1、2、4、または 8 
診断機能 使用不可 使用可 
パワーダウン・モード スタンバイおよびシャ

ットダウン 
スタンバイ、シャットダウン、およびオートスタンバイ 

 
1 アナログ入力レンジの選択については表 10を参照してください。 
2 設定入力レンジはすべての入力チャンネルで同じです。 
3 チャンネルごとの値です。 

リセット機能 

AD7606C-16 はフル・モードとパーシャル・モードの 2 つのリセ

ット・モードを備えています。リセット・モードは、リセッ

ト・ハイ・パルスの長さに応じて選択されます。パーシャル・

リセットを行うには、RESET ピンを 55ns～2µs の間ハイに保持

する必要があります。RESET ピン解除後 50ns（tDEVICE_SETUP、パ

ーシャル・リセット）でデバイスは完全に機能し、変換を開始

することができます。フル・リセットを行うには、RESET ピン

を少なくとも 3.2µsの間ハイに保持する必要があります。RESET
ピンの解除後 274µs（tDEVICE_SETUP、フル・リセット）でデバイス

は完全に再設定され、変換を開始することができます。 

パーシャル・リセットを実行すると、以下のモジュールが再初

期化されます。 

• デジタル・フィルタ 
• SPIおよびパラレル・インターフェース、ADC モードにリ

セット 
• SAR ADC 
• CRC ロジック 

パーシャル・リセット後は、ステータス・レジスタの RESET_ 
DETECT ビット（アドレス 0x01、ビット 7）がアサートされま

す。現在の変換結果はパーシャル・リセットの完了後に破棄さ

れます。パーシャル・リセットは、ソフトウェア・モードでプ

ログラムされたレジスタ値、またはハードウェア・モードとソ

フトウェア・モードの両方でユーザ設定を格納するラッチには

影響を与えません。  

フル・リセットを行うとデバイスはデフォルトのパワーオン状

態に戻り、ステータス・レジスタの RESET_DETECT ビット

（アドレス 0x01、ビット 7）がアサートされて、電流変換結果

は破棄されます。AD7606C-16のフル・リセットを行うと、上記

に挙げた機能に加えて以下の機能が設定されます。 

• ハードウェア・モードまたはソフトウェア・モード 
• インターフェース・タイプ（シリアルまたはパラレル） 

パワーダウン・モード 

AD7606C-16 のハードウェア・モードには、2 種類のパワーダウ

ン・モード（スタンバイ・モードとシャットダウン・モード）

があります。STBYピンは、表 16に示すように、AD7606C-16 を

ノーマル・モードにするかパワーダウン・モード（2 つのモー

ドのどちらか 1 つ）にするかを制御します。STBYピンがローの

場合は、RANGEピンの状態によってパワーダウン・モードが選

択されます。 

表 16. パワーダウン・モードの選択、ハードウェア・モード 
Power Mode STBY Pin RANGE Pin 
Normal 1 X1 
Standby 0 1 
Shutdown 0 0 

1 X = ドント・ケア。 

ソフトウェア・モードでは、メモリ・マップ内にある CONFIG
レジスタのOPERATION_MODEビット（アドレス0x02、ビット

［1:0］）を通じてパワーダウン・モードを選択します。ソフト

ウェア・モードでは、オートスタンバイ・モードと呼ばれる特

別なパワーダウン・モードを使用できます。 

表 17. CONFIG レジスタ（アドレス 0x02）による 
ソフトウェア・モードのパワーダウン・モード選択 

Operation Mode  Address 0x02, Bit 1 Address 0x02, Bit 0 
Normal 0 0 
Standby 0 1 
Autostandby 1 0 
Shutdown 1 1 

AD7606C-16をシャットダウン・モードにすると、すべての回路

がパワーダウンされ最大消費電流が 4.5µA まで減少します。パ

ワーアップ時間は約 10ms です。AD7606C-16 をシャットダウ

ン・モードからパワーアップするときは、必要なパワーアップ

時間の経過後に AD7606C-16 をフル・リセットする必要があり

ます。 



データシート AD7606C-16 
 

Rev. 0  － 33/74 － 

AD7606C-16をスタンバイ・モードにすると、合計消費電流を最

大で 6.5mAに抑えられるように、すべての PGA と SAR ADC が

低消費電力モードになります。スタンバイ・モード終了後にリ

セットを行う必要はありません。 

AD7606C-16をオートスタンバイ・モードにすると（ソフトウェ

ア・モードでのみ可能）、デバイスは BUSY 信号の立下がりエ

ッジで自動的にスタンバイ・モードになります。AD7606C-16は、

CONVST 信号の立上がりエッジで自動的にスタンバイ・モード

を終了します。したがって、CONVST 信号のロー・パルス時間

は tWAKE_UP（スタンバイ・モード） = 1µs より長くなります（図

86 参照）。 

 
図 86. オートスタンバイ・モードの動作 
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デジタル・フィルタ 
AD7606C-16にはオプションのデジタル平均化フィルタが組み込

まれており、より高い S/N 比やダイナミック・レンジが必要と

される低スループット・レートのアプリケーションでは、この

フィルタをイネーブルすることができます。  

ハードウェア・モードでは、表 14 に示すように、オーバーサン

プリング・ピン OSx を使って、デジタル・フィルタのオーバー

サンプリング比を制御します。OSx ピンは、BUSY 信号の立下

がりエッジ、またはフル・リセット時にラッチされます。  

ソフトウェア・モードでは（つまり、すべての OSx ピンがロジ

ック・ハイに接続されている場合）、オーバーサンプリング・

レジスタ（アドレス 0x08）を通じてオーバーサンプリング比を

選択します。更に、ソフトウェア・モードでは、2 つのオーバ

ーサンプリング比（128 倍および 256倍のオーバーサンプリング）

を追加で選択できます。 

オーバーサンプリング・モードでは、ADCはCONVST信号の立

上がりエッジで各チャンネルの最初のサンプルを取得します。

最初のサンプルの変換後は、図 87 に示すように、内部で生成し

たサンプリング信号によってその後のサンプルが収集されます。

このサンプリング信号は、外部オーバーサンプリング・クロッ

クのセクションに示すように、外部から入力することも可能で

す。 

例えば 8 倍のオーバーサンプリングを設定した場合は、8個のサ

ンプルが収集されて平均され、その結果が出力されます。

CONVST 信号の立上がりエッジが最初のサンプリングをトリガ

して、残り 7 個のサンプルは内部生成したサンプリング信号

（OS_CLOCK）を使って収集されます。結果として、複数サン

プルの平均をオンにすると S/N 比性能が向上しますが、最大ス

ループット・レートは低下します。表 3 に示すように、オーバ

ーサンプリング機能をオンにすると、BUSY 信号のハイ時間が

（tCONV）長くなります。 

±10V シングルエンド・レンジ、±20V 差動レンジ、および 0V～

10Vシングルエンド・レンジの場合の、S/N比と帯域幅およびス

ループットの間のトレード・オフを表 18 と表 19 に示します。 

図 87 は、オーバーサンプリングをオンにすると変換時間（tCONV）

が長くなることを示しています。この変換時間の延長に対処し

て読出しができるようにするには、スループット・レート

（1/tCYCLE）を下げる必要があります。オーバーサンプリングを

オンにしたときにスループット・レートをできるだけ高い値に

するには、変換時の読出しのセクションに説明したように、

BUSY信号がハイになっている間に読出しを行います。 

 

 
図 87. AD7606C-16 の 8 倍オーバーサンプリングの例 

（変換後読出し、パラレル・インターフェース、OS_CLOCK は内部生成したサンプリング信号） 

表 18. オーバーサンプリング性能、低帯域幅モード 

Oversampling 
Ratio 

Input 
Frequency (Hz) 

±10 V Single-Ended Range ±20 V Differential Range 
0 V to 10 V Single-

Ended Range 

Maximum 
Throughput (kSPS)  SNR (dB) 

−3 dB 
Bandwidth 
(kHz) 

SNR 
(dB) 

−3 dB 
Bandwidth 
(kHz) 

SNR 
(dB) 

−3 dB 
Bandwidth 
(kHz) 

No oversampling 1000 91.5 25 92 25 89 25 1000 
2 1000 92.5 24.6 93 24.4 90 24.6 500 
4 1000 94.5 24 95 23.7 91 24 250 
8 1000 95 22.3 96 22.2 91.7 22.3 125 
16 1000 96 17.8 96.5 17.6 92.5 17.8 62.5 
32 160 96.5 11.6 97 11.5 93 11.6 31.25 
64 160 97 6.5 97.5 6.4 94.5 6.4 15.6 
128 50 97.5 3.3 97.6 3.4 95 3.3 7.8 
256 50 97.7 1.7 97.8 1.7 95.5 1.7 3.9 
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表 19. オーバーサンプリング性能、高帯域幅モード 

Oversampling 
Ratio 

Input 
Frequency (Hz) 

±10 V Single-Ended Range ±20 V Differential Range 
0 V to 10 V Single-

Ended Range 

Maximum 
Throughput (kSPS)  SNR (dB) 

−3 dB 
Bandwidth 
(kHz) 

SNR 
(dB) 

−3 dB 
Bandwidth 
(kHz) SNR (dB) 

−3 dB 
Bandwidth 
(kHz) 

No oversampling 1000 86 220 88 220 81 220 1000 
2 1000 89 154 91 154 84 155 500 
4 1000 91 97.5 93 97.5 86.5 97.5 250 
8 1000 92.5 53 94.5 53 88.5 53.5 125 
16 1000 95 27.5 96 27.5 90.5 27.5 62.5 
32 160 96 13.8 97 13.7 92 13.8 31.25 
64 160 97 7 97.5 7 93.5 7 15.6 
128 50 97.5 3.5 97.7 3.5 94.5 3.5 7.8 
256 50 97.7 1.7 97.8 1.7 95 1.7 3.9 
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オーバーサンプリングのパディング 

図 87 に示すように、内部的に生成したクロックは平均計算に使

用するサンプルの収集をトリガし、ADC はその後に続く

CONVST 信号の立上がりエッジまでアイドル状態に保たれます。

ソフトウェア・モードでは、オーバーサンプリング・レジスタ

（アドレス 0x08）を通じて、図 88に示すように最小限のアイド

ル時間でサンプリングのタイミングが等間隔となるように、内

部クロック（OS_CLOCK）の周波数を変更することができます。

結果として、実際のオーバーサンプリング・クロック周波数は、

次式に従い OS_PAD ビットの構成に依存します。 

 

 
図 88. 8 倍オーバーサンプリングの例 

（オーバーサンプリングのパディングをイネーブル） 

外部オーバーサンプリング・クロック 

ソフトウェア・モードには、オーバーサンプリング・モードが

有効化されたときに、CONVST ピンを通じて外部クロックを使

用するためのオプションがあります。低ジッタの外部クロック

を使用すれば、オーバーサンプリング比を大きくした場合の

S/N 比性能を改善することができます。外部クロックを使用す

ることにより、最適なアンチエイリアシング性能が得られるよ

う、一定の間隔で入力をサンプリングすることができます。 

外部オーバーサンプリング・クロックをイネーブルするには、

CONFIGレジスタのビット 5（アドレス 0x02、ビット 5）をセッ

トする必要があります。この場合のスループット・レートは次

式で得られます。 

 

つまり、図 90に示すように、CONVSTピンを通じて外部からサ

ンプリング信号が供給され、クロックの OSR 値のすべてが完了

した後、出力が平均されて提供されます。この機能は、パラレ

ル・インターフェースまたはシリアル・インターフェースを通

じて使用できます。  

複数の AD7606C-16 デバイスによる 
同時サンプリング 
一般に、複数の SAR ADC の同期は、共通の CONVST 信号を使

用して行います。しかし、オーバーサンプリングが有効になっ

ている場合、デフォルトでは、その後のサンプルは内部クロッ

クを使ってトリガされます。これらの内部クロック間の差はす

べて、デバイス間の同期の妨げとなります。すべてのサンプル

の CONVST 信号は外部的に管理されるので、この差は外部オー

バーサンプリングを使用することで最小限に抑えることができ

ます。 

パーシャル・リセット（tRESET < 2µs）はオーバーサンプリン

グ・プロセスに割り込んでデータ・レジスタを空にします。し

たがって、何らかの理由により AD7606C-16 デバイスが同期さ

れていない場合は、図 89 に示すように、パーシャル・リセット

を行うことでそれらのデバイスを再同期することができます。 

 
図 89. 外部オーバーサンプリング・クロックが 

イネーブルされている場合の複数の AD7606C-16 デバイスの同期 

 
図 90. CONVST ピンに加えられる外部オーバーサンプリング・クロック（OSR = 4）、パラレル・インターフェース使用 
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システム・キャリブレーション機能 
ソフトウェア・モードでは、メモリ・マップ内の該当レジスタ

へ書込みを行うことによって、以下のシステム・キャリブレー

ション機能を使用することができます。 

• 位相キャリブレーション 
• ゲイン・キャリブレーション 
• オフセット・キャリブレーション 
• アナログ入力オープン・サーキット検出 

システム位相のキャリブレーション 

外部フィルタ使用時は、図92に示すように、ディスクリート・

コンポーネント間のミスマッチや使用センサーのミスマッチに

よって、チャンネル間に位相差を生じる可能性があります。ソ

フトウェア・モードでは、個々のチャンネルのサンプリング・

タイミングを遅らせることによって、この位相差をチャンネル

ごとに補償することができます。  

特定チャンネルのサンプリング・タイミングは、該当する

CHx_PHASEレジスタ（アドレス0x19～アドレス0x20）へ書込み

を行うことにより、CONVST信号の立上がりエッジに対し、1µs
～255µsの時間分解能で遅らせることができます。 

例えば、CH4_PHASEレジスタ（アドレス 0x1C）に 10（10進値）

を書き込むと、図 91に示すように、チャンネル 4 では CONVST
の立上がりエッジの 10µs 後にサンプリングが行われます。  

 
図 91. システム位相キャリブレーション機能 

いずれかのチャンネルを遅延させると、BUSY信号のハイ時間

が長くなって、tCONVがtCONV = n + 1µsまで延長されます。ここで

nは、最も遅延の大きいチャンネルのCHx_PHASEレジスタの内

容です。先述の例では、CH4_PHASEレジスタだけがプログラム

されている場合、tCONVは11µsです。したがって、より高いスル

ープット・レートでの動作ではこのシナリオを考慮する必要が

あります。 

システム・ゲインのキャリブレーション 

外部抵抗 RFILTER をアナログ入力フロントエンドに直列に配置す

ると（図 92 参照）、システム・ゲイン誤差が生じます。ソフト

ウェア・モードでは、使用する直列抵抗の値を該当するレジス

タ（アドレス 0x09～アドレス 0x10）に書き込むことによって、

チャンネルごとにこのゲイン誤差を補償することができます。

これらのレジスタは、最大 65kΩ の直列抵抗を 1024Ω の分解能

で補償できます。  

システム・ゲインのキャリブレーションは、バイポーラ・アナ

ログ入力レンジ（シングルエンドと差動）でのみ行うことがで

きます。システム・ゲインのキャリブレーションは、ユニポー

ラ・シングルエンド・レンジでは行うことができません。 

 
図 92. システム・ゲイン誤差 

例えば、チャンネル 5 のアナログ入力に 27kΩの抵抗を直列に接

続すると、図 93 に示すように、この抵抗はおよそ-2%の正のフ

ルスケール誤差をシステム（±10V レンジ）に発生させます。ソ

フトウェア・モードでは、CH5_GAIN レジスタ（アドレス 0x0D）

に 27（10進値）を書き込むことによって、図94に示すように、

RFILTER の値に関わらず、この誤差を FSR の 0.05%以内に抑える

ことができます。  

 
図 93. キャリブレーションをオンにした場合とオフにした場合の 

システム・ゲイン・キャリブレーション、 
±10V シングルエンド・レンジ 

 
図 94. ゲイン・キャリブレーションをイネーブルした場合の 

システム誤差 
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システム・オフセットのキャリブレーション 

ソフトウェア・モードでは、センサーに内在するオフセットや、

特定のチャンネルに配置された RFILTER ペア間のミスマッチによ

って生じるオフセット（アナログ・フロント・エンドのセクシ

ョンを参照）を、チャンネルごとに補償することができます。

CHx_OFFSETレジスタ（アドレス 0x11～アドレス 0x18）を使用

すれば、表 20 に示すように、ADC コードに最大 512LSB を自動

的に加算または減算することができます（分解能 4LSB）。 

例えば、チャンネル 3 に接続した信号に 9mV のオフセットがあ

り、このオフセットを補償するためにアナログ入力レンジを

±10V に設定した場合は（LSB サイズ = 76.3µV）、該当レジスタ

を -30LSB に設定します（すなわち、 9mV/76.3µV/4 ）。

CH3_OFFSET レジスタ（アドレス 0x13）に 128（10 進値）– 30
（10 進値）= 0x80 - 0x1E = 0x62 を書き込めば、このオフセット

をなくすことができます。 

表 20. CHx_OFFSET レジスタのビット・デコード 
CHx_OFFSET Register Code Offset Calibration (LSB) 
0x00 −512 
0x45 −236 
0x80 (Default) 0 
0x83 +12 
0xFF +508 

アナログ入力のオープン・サーキット検出 

AD7606C-16にはアナログ入力のオープン・サーキット検出機能

があり、ソフトウェア・モードで使用することができます。こ

の機能を使用するには、図 95 に示すように RPDを接続する必要

があります。アナログ入力の接続が解除された場合（例えば図

95 のスイッチを開いた場合）は、RS < RPD である限り、ソー

ス・インピーダンスが負荷抵抗（RS）から RPD に変化します。

AD7606C-16 が、PGA のコモンモード電圧を内部的に切り替え

ることによってソース・インピーダンスの変化を検出できるよ

うに、RPD = 20kΩ とすることを推奨します。アナログ入力オー

プン・サーキット検出機能は、手動モードまたは自動モードで

動作します。 

 
図 95. RPDを接続したアナログ・フロント・エンド 

アナログ入力オープン・サーキット検出機能は、バイポーラ・

アナログ入力レンジ（シングルエンドと差動の両方）でのみ行

うことができます。ユニポーラ・シングルエンド・レンジでは

使用できません。 

手動モード 

手動モードを有効にするには、OPEN_DETECT_QUEUE レジス

タ（アドレス0x2C）に0x01を書き込みます。手動モードでは、

OPEN_DETECT_ENABLE レジスタ（アドレス 0x23）の各

CHx_OPEN_DETECT_ENビットを使用して、該当するPGAのコ

モンモード電圧を制御します。このビットをハイに設定すると、

PGA のコモンモード電圧が高くなります。アナログ入力にオー

プン・サーキットがあると、図 96に示すように ADC出力がRPD

に比例して変化します。オープン・サーキットがない場合は、

PGA のコモンモード電圧が変化しても ADC 出力は変化しませ

ん。 

 
図 96. RPDによるオープン・サーキット・コード誤差の 

インクリメント 
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自動モード 

表 21 に示すように、自動モードを有効化するには、

OPEN_DETECT_QUEUE レジスタ（アドレス 0x2C）に 0x01 よ

り 大きい 値を書 き込み ます。無 変換状 態の連 続回数

（OPEN_DETECT_QUEUE レジスタで指定）が一定数を超えた

ことを ADC がレポートし、AD7606C-16 がこれを検出すると、

アナログ入力オープン・サーキット検出アルゴリズムが内部で

自動的に実行されます。図 97 に示すように、アナログ入力オー

プン・サーキット検出アルゴリズムは PGA のコモンモード電圧

を自動的に変更し、ADC 出力をチェックして、最初のコモンモ

ード電圧に戻します。PGA のコモンモードの変化によっていず

れかのチャンネルで ADC コードが変化した場合、これはそのア

ナログ入力に入力信号が接続されていないことを示しているた

め、OPEN_DETECTEDレジスタ（アドレス 0x24）内にこれに対

応したフラグがアサートされます。各チャンネルは、

OPEN_DETECT_ENABLE レジスタ（アドレス 0x23）を通じて

個別に有効化／無効化できます。 

 
図 97. 自動アナログ入力オープン・サーキット検出フローチャート 

オーバーサンプリングを使用しない場合、AD7606C-16アナログ

入力のオープン・サーキット自動検出のために設定する推奨最

小変換回数は、次式で表されます。 

 
ただし、オーバーサンプリング・モードを有効にした場合に使

用する推奨最小変換回数は、次式で表されます。 

 
 
 
 

表 21. アナログ入力オープン・サーキット検出モードの選択とレジスタの機能 
OPEN_DETECT_QUEUE
（アドレス 0x2C） オープン検出モード OPEN_DETECT_ENABLE（アドレス 0x23） 
0x00（デフォルト） 無効。 該当せず。 
0x01 手動。 コモンモード電圧をハイまたはローに設定

（チャンネルごと）。 
0x021～0xFF 自動。OPEN_DETECT_QUEUE は CHx_OPENED フラグをアサ

ートするまでの連続変換回数。 
自動アナログ入力オープン・サーキット検出

をチャンネルごとに有効化または無効化 
 
1 OPEN_DETECT_QUEUE には 5より大きい値を書き込むことを推奨します。 
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デジタル・インターフェース 
AD7606C-16には、パラレル・インターフェースおよび高速シリ

アル・インターフェースという 2 つのインターフェース・オプ

ションがあります。必要なインターフェース・モードは PAR
/SER SEL ピンを介して選択します。 

表 22. インターフェース・モードの選択 
PAR/SER SEL Setting Interface Mode 
0 Parallel interface 
1 Serial interface 

インターフェース・モードの動作は、ハードウェア・モードの

セクションとソフトウェア・モードのセクションで説明します。 

ハードウェア・モード 

ハードウェア・モードで使用できるのは ADC モードだけです。

AD7606C-16 の ADC データは、標準 CS信号と RD信号を使いパ

ラレル・データ・バスを介して読み出すか、標準 CS信号、

SCLK信号、および 2つの DOUTx信号を使いシリアル・インター

フェースを介して読み出すことができます。 

ADCモード動作の詳細については、変換結果の読出し（パラレ

ルADCモード）のセクションと変換結果の読出し（シリアル

ADCモード）のセクションを参照してください。 

ソフトウェア・モード 

ソフトウェア・モードは、3 本の OSx ピンすべてをハイに接続

した場合にのみアクティブになります。このモードでは、ADC
モードとレジスタ・モードの両方を使用できます。AD7606C-16
の ADC データは、標準 CS、RD、および WR信号を使いパラレ

ル・データ・バスを介して読み出すか、CS、SCLK、SDI、およ

び DOUTA ラインを使いシリアル・インターフェースを介して読

み出すことができます。また、AD7606C-16のレジスタの読出し

と書込みも同じ方法で行うことができます。  

レジスタ・モード動作の詳細については、パラレル・レジス

タ・モード（レジスタ・データの書込み）とパラレル・レジス

タ・モード（レジスタ・データの読出し）のセクションを参照

してください。 

表 23 に示すように、ピン機能は、選択したインターフェース

（パラレルまたはシリアル）と動作モード（ハードウェアまた

はソフトウェア）によって異なります。 

表 23. 動作モードごとのデータ・インターフェース・ピン機能 

Pin Mnemonic Pin No. 

Parallel Interface Serial Interface 

Hardware Mode 
Software Mode 

Hardware Mode 
Software Mode 

ADC Mode Register Mode ADC Mode Register Mode 
DB0 to DB2 16 to 18 DB0 to DB2 Register data N/A1 N/A 
DB3/DOUTE 19 DB3 Register data N/A DOUTE2 Unused 
DB4/DOUTF 20 DB4 Register data N/A DOUTF2 Unused 
DB5/DOUTG 21 DB5 Register data N/A DOUTG2 Unused 
DB6/DOUTH 22 DB6 Register data N/A DOUTH2 Unused 
DB7/DOUTA 24 DB7 Register data (MSB) DOUTA DOUTA DOUTA 
DB8/DOUTB 25 DB8 ADD0 DOUTB DOUTB3 Unused 
DB9/DOUTC 27 DB9 ADD1 N/A DOUTC4 Unused 
DB10/DOUTD 28 DB10 ADD2 N/A DOUTD4 Unused 
DB11/SDI 29 DB11 ADD3 N/A Unused  SDI 
DB12 30 DB12 ADD4 N/A N/A 
DB13 31 DB13 ADD5 N/A N/A 
DB14 32 DB14 ADD6 N/A N/A 
DB15 33 DB15 R/W N/A N/A 

 
1 N/A は該当なしを意味します。N/Aと表示されたピンはすべて AGND に接続してください。 
2 CONFIG レジスタで 8 DOUTx モードを選択した場合のみ使用し、それ以外は未接続のままにします。 
3 CONFIG レジスタで 2 DOUTx、4 DOUTx、8 DOUTxモードを選択した場合のみ使用し、それ以外は未接続のままにします。 
4 CONFIG レジスタで 4 DOUTx、8 DOUTx モードを選択した場合のみ使用し、それ以外は未接続のままにします。 
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パラレル・インターフェース 

パラレル・インターフェースを介して ADC データの読出しやレ

ジスタ内容の読出し／書込みを行うには、PAR/SER SEL ピンを

ローに接続します。 

バスは、CS入力信号の立上がりエッジでスリーステートになり、

CS入力信号の立下がりエッジで高インピーダンス状態が終了し

ます。CSはデータ・ラインをイネーブルする制御信号で、複数

の AD7606C-16 デバイスが同じパラレル・データ・バスを共有

できるようにします。  

 
図 98. AD7606C-16 のインターフェース図 - CSと RDを互いに短絡

したパラレル・バス使用の AD7606C-16 

変換結果の読出し（パラレル ADC モード） 
出力変換結果レジスタからのデータ読出しは、RDピンの立下が

りエッジで行われます。RDパルスのシーケンスを RDピンに加

えると、各チャンネルからパラレル・バスに変換結果がクロッ

ク・アウトされます（DB15～DB0）。出力は、図 99に示すよう

に V1 から V8 まで昇順で行われます。 

図 3 に示すように、CS信号は終始ローに接続したままにするこ

とができ、RD信号は変換結果にアクセスすることができます。

新しいデータの読出し動作は、BUSY 信号がローになった後に

行うことができます（図2を参照）。もしくは、BUSYピンがハ

イのときに、直前の変換プロセスからデータを読み出すことが

できます。 

使用しているAD7606C-16がシステム内に 1個だけで、そのデバ

イスがパラレル・バスを共有していない場合は、デジタル・ホ

ストからの制御信号を 1 つ使ってデータを読み出すことができ

ます。CS信号とRD信号は、図4に示すように互いに接続できま

す。この場合、CS信号と RD信号の立下がりエッジがデータ・

バスのスリーステートを解除し、データをクロック・アウトし

ます。 

図 4 に示すように、FRSTDATA 出力信号は、最初のチャンネル

V1をリードバックするタイミングを示します。FRSTDATA出力

ピンは、CS入力がハイ・レベルのときにスリーステートになり

ます。CSの立下がりエッジでスリーステートが解除されます。

FRSTDATAピンは V1の結果に対応する RD信号の立下がりエッ

ジでハイに設定されて、出力データ・バス上で V1の結果を使用

できることを示します。FRSTDATA ピンは、RDの次の立下が

りエッジ後にロジック・ローに戻ります。 

 
図 99. パラレル・インターフェース、ステータス・ヘッダをイネーブルした ADC モード 
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変換時の読出し 

AD7606C-16 からのデータ読出し動作は、図 100 に示すように、

以下の 3 つのシナリオで生じます。 

• 変換後、BUSYラインがローになっているとき  
• 変換中、BUSYラインがハイになっているとき 
• BUSYラインがローになっているときに開始し、その後の

変換の処理中に終了（図 2 参照）。 

変換中の読出しはコンバータの性能にほとんど影響せず、より

高いスループット・レートを実現することができます。出力デ

ータ・レジスタは、BUSY 信号の立下がりエッジで新しい変換

データに更新されます。したがって、AD7606C-16からのデータ

読出しは、BUSY 信号の立下がりエッジを除いて、いつでも行

うことができます。BUSY 信号がハイの時のデータ読出しは、

すべて BUSY 信号の立下がりエッジ前に完了させる必要があり

ます。 

CRC を有効にしたパラレル ADC モード 
ソフトウェア・モードでは、INT_CRC_ERR_ENビット（アドレ

ス 0x21、ビット 2）を通じて CRC を有効化することにより、パ

ラレル・インターフェースを使い、CRCが付加されたADCデー

タを読み出すことができます。CRC は 16ビットで、図 101 に示

すように、8 チャンネルすべての変換を読み出した後にクロッ

ク・アウトされます。CRC 計算には、DBx ピンのすべてのデー

タが含まれます（データ、ステータスが付加された場合はその

ステータス、およびゼロ）。CRC の詳細については、診断機能

のセクションを参照してください。 

ステータスをイネーブルしたパラレル ADC モード 
ソフトウェア・モードでは、CONFIGレジスタのビット 6（アド

レス 0x02、ビット 6）をセットすることによって 8 ビットのス

テータス・ヘッダがイネーブルされ（表 25 参照）、その後に各

チャンネルが以下に示す 2 フレームのデータを取得します。  

• 最初のフレームは DB15～DB0 を通じて ADC データを通常

通りクロック・アウトします。 
• 2 番目のフレームは、DB15～DB8 でそのチャンネルのステ

ータス・ヘッダをクロック・アウトし（DB15 がステータ

ス・ヘッダの MSB、DB8 が LSB）、DB7～DB0 ピンはゼ

ロをクロック・アウトします。 

このシーケンスを図 99 に示します。ステータス・ヘッダの内容

と各ビットの説明は表 25 に示します。 

表 24. ステータス・ヘッダの CH.IDビット・デコード 
CH.ID2 CH.ID1 CH.ID0 Channel Number 
0 0 0 Channel 1 (V1) 
0 0 1 Channel 2 (V2) 
0 1 0 Channel 3 (V3) 
0 1 1 Channel 4 (V4) 
1 0 0 Channel 5 (V5) 
1 0 1 Channel 6 (V6) 
1 1 0 Channel 7 (V7) 
1 1 1 Channel 8 (V8) 

 

表 25. ステータス・ヘッダ、パラレル・インターフェース 

 
ビット 7
（MSB） ビット 6 ビット 5 ビット 4 ビット 3 

ビット

2 
ビット

1 
ビット 0
（LSB） 

内容 RESET_DETECT DIGITAL_ERROR OPEN_DETECTED RESERVED CH. ID 2 CH. ID 1 CH. ID 0 

意味 1 リセット検出 アドレス 0x22 の

エラー・フラグ 
このチャンネルのア

ナログ入力がオープ

ン状態 

  チャンネル ID（表 24 参照）。 

 
1 詳細については診断機能のセクションを参照してください。 

 

 
図 100. ADC データの読出しは変換後またはその後の変換中に実行可能 

 

 
図 101. パラレル・インターフェース、CRC を有効にした ADC モード 
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パラレル・レジスタ・モード 

（レジスタ・データの読出し） 

ソフトウェア・モードでは、表31内のすべてのレジスタをパラ

レル・インターフェース経由で読み出すことができます。レジ

スタ内容を読み出すためにCS信号とRD信号が共にロジック・

ローになったとき、またはレジスタ・アドレスやレジスタ内容

を書き込むためにCS信号とWR信号が共にロジック・ローにな

ったときに、ビット［DB15:DB0］の高インピーダンス状態が終

了します。  

レジスタの読出しは 2 つのフレームを通じて行われます。最初

に読出しコマンドがAD7606C-16に送られ、次にAD7606C-16が
レジスタ内容をクロック・アウトします。これらのレジスタ読

出しコマンドに使用するフォーマットを図 102 に示します。最

初のフレームでは、以下のことを行います。 

• 読出しコマンドを選択するには、ビット DB15 を 1 に設定

する必要があります。読出しコマンドは AD7606C-16 をレ

ジスタ・モードにします。 
• ビット［DB14：DB8］には、レジスタ・アドレスが格納さ

れていなければなりません。  
• 後続の 8 ビット（ビット［DB7:DB0］）は無視されます。  

レジスタ・アドレスは、WR信号の立上がりエッジで AD7606C-
16 にラッチされます。これによりレジスタの内容は、以下に示

すように次のフレームでRDラインをローにすることによって、

ラッチされたレジスタから読み出すことができます。 

• ビット DB15 は AD7606C-16 によって 0 にプルダウンされ

ます。 
• ビット［DB14:DB8］は、読み出すレジスタのアドレスを

提供します。  
• その後の 8 ビット（ビット［DB7:DB0］）はレジスタの内

容を提供します。  

ADC モードへ戻るには、パラレル・レジスタ・モード（レジス

タ・データの書込み）のセクションに示すように、1 回の WRサ
イクルの間、すべての DBx ピンをローに維持します。デバイス

がレジスタ・モードにある間は、ADC データを読み出すことは

できません。  

パラレル・レジスタ・モード 

（レジスタ・データの書込み） 

ソフトウェア・モードでは、表 31内のすべてのR/Wレジスタに

対しパラレル・インターフェースを介して書込みを行うことが

できます。一連のレジスタへの書込みを行うには、メモリ・マ

ップ上の任意のレジスタを読み出すことによって、ADC モード

（デフォルト・モード）を終了します。レジスタへの書込みコ

マンドは、パラレル・バス（ビット［DB15:DB0］）、CS信号、

および WR信号を介して 1 つのフレームで実行されます。図 102
に示す書込みコマンドのフォーマットは、以下のように構成さ

れます。  

• 書込みコマンドを選択するには、ビット DB15 を 0 に設定

する必要があります。 
• ビット［DB14:DB8］には、レジスタのアドレスが格納さ

れます。 
• 後続の 8 ビット（ビット［DB7:DB0］）には、選択したレ

ジスタに書き込むデータが格納されます。 

データは、WRピンの立上がりエッジでデバイスにラッチされ

ます。ADC モードに戻るには、1 回の WRサイクルの間、すべ

ての DBx ピンをローに維持します。デバイスがレジスタ・モー

ドにある間は、ADC データを読み出すことはできません。 

 
 

 

 
図 102. パラレル・インターフェースでのレジスタ読出し動作とその後の書込み動作 
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シリアル・インターフェース 

シリアル・インターフェースを介して ADC データの読出しやレ

ジスタ内容の読出し／書込みを行うには、PAR/SER SEL ピンを

ハイに接続します。 

 
図 103. AD7606C-16 のインターフェース図 - シリアル・インターフ

ェースと 8 つの DOUTx を使用する AD7606C-16 

変換結果の読出し（シリアル ADC モード） 
AD7606C-16には、8つのシリアル・データ出力ピン（DOUTA～

DOUTH）があります。ソフトウェア・モードでは、CONFIGレジ

スタを通じて設定された構成に応じ、1つ（図107参照）、2つ
（図104参照）、4つ（図105参照）、または8つ（図106参照）の

DOUTxラインを使って、AD7606C-16のデータをリードバックす

ることができます。 

 
図 104. シリアル・インターフェースでの ADC 読出し、 

2 DOUTx ライン 

 
図 105. シリアル・インターフェースでの ADC 読出し、 

4 DOUTx ライン 

 
図 106. シリアル・インターフェースでの ADC 読出し、 

8 DOUTx ライン 

表 26. CONFIG レジスタ（アドレス 0x02）による 
DOUTx フォーマットの選択 

DOUTx Format Address 0x02, Bit 4 Address 0x02, Bit 3 
1 DOUTx 0 0 
2 DOUTx 0 1 
4 DOUTx 1 0 
8 DOUTx 1 1 

ハードウェア・モードで使用できるのは、2 DOUTxラインのオプ

ションだけです。ただし、2つのCONVSTパルスの間に8個の16
ビットSPIフレームを置くことによって、DOUTAからすべてのチ

ャンネルを読み出すことができます。 

 
 

 

 
図 107. シリアル・インターフェースでの ADC 読出し、1 DOUTx ライン 
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図 108. シリアル・インターフェースでのデータ・リードバック（1 チャンネル） 

 
図 109. シリアル・インターフェース（ADC モード、ステータス・オン）  

 

図108に示すように、CSの立下がりエッジでデータ出力ライン

DOUTxのスリーステートが解除され、変換結果のMSBがクロッ

ク・アウトされます。 

3 線モード（CSをローに接続）では、CSではなく、BUSY 信号

の立下がりエッジが MSB をクロック・アウトします。図 6 に示

すように、SCLK 信号の立上がりエッジは、シリアル・データ

出力 DOUTx のその後のすべてのデータ・ビットをクロックしま

す。CS入力は、シリアル読出し動作中、常にローに保持するか、

16SCLK サイクルの各チャンネル読出しをフレーム化するため

のパルスとすることができます（図 104 参照）。ただし、チャ

ンネル変換結果の転送中に CSをパルスとする場合、中断された

チャンネルは次のフレームで再転送されます。この再転送は、

MSB から開始して最初から完全にやり直されます。 

図 107 に示すように、データは DOUTA ピンだけを使ってクロッ

ク・アウトすることもできます。AD7606C-16 が 1 つの DOUTx ラ

インで 8 つの変換結果すべてにアクセスするには、合計

128SCLK サイクルが必要です。ハードウェア・モードでは、CS
信号によって、これら 128SCLKサイクルを 16個ずつの SCLKサ

イクルのグループにフレーム化する必要があります。DOUTx ラ

インを 1 つしか使用しないことの欠点は、変換後に読出しを行

うとスループット・レートが低下することです。シリアル・モ

ードでは、使用しない DOUTx ラインは接続しないでください。 

AD7606C-16 の 4 つの DOUTx ラインを使用して、8 つの同時変換

結果を読み出す様子を図 105 に示します（ソフトウェア・モー

ドで実行可能）。この場合は 32SCLK 転送が AD7606C-16 から

のデータにアクセスし、CSは 32 個の SCLKサイクルすべてをフ

レーム化するためにローに保持されるか、2 個の 16 ビット・フ

レームの間でパルス化されます。このモードはソフトウェア・

モードでのみ使用でき、CONFIG レジスタ（アドレス 0x02）を

使って設定します。 

CS信号によってフレーム化された1チャンネルのデータを、シ

リアル・モードのAD7606C-16から読み出すためのタイミングを、

図6に示します。SCLK入力信号は、シリアル読出し動作のため

のクロック源を提供します。 CS 信号がローになると、

AD7606C-16のデータへのアクセスが行われます。  

FRSTDATA出力信号は、最初のチャンネルV1をリードバックす

るタイミングを示します。FRSTDATA出力ピンは、CS入力がハ

イ・レベルのときにスリーステートになります。シリアル・モ

ードでは、CS信号の立下がりエッジがFRSTDATAピンのスリー

ステートを解除し、BUSYラインのアサートが既に解除されて

いる場合はFRSTDATAピンをハイにセットして、DOUTA出力デ

ータ・ライン上でV1の結果を使用できることを示します。

FRSTDATA出力は、16番目のSCLK立下がりエッジの後にロジ

ック・ローに戻ります。CSピンを常時ローに接続した場合は

（3線モード）、DOUTA上でV1の結果を使用できるようになると、

BUSYラインの立下がりエッジがFRSTDATAピンをハイにセッ

トします。 

SDI をローまたはハイに接続すると、AD7606C-16 には何もクロ

ックされません。したがって、デバイスは変換結果の読出しを

続けます。AD7606C-16 を 3 線モードで使用するときは、SDI を
ハイ・レベルに保持してください。ADC モードでは、図 109 に

示すようにシングル書込み動作が可能です。一連のレジスタへ

書込みを行う場合は、シリアル・レジスタ・モード（レジス

タ・データの書込み）の説明に従ってレジスタ・モードに切り

替えてください。 

変換時の読出し 

AD7606C-16 からのデータ読出し動作は、図 100 に示すように、

以下の 3 つのシナリオで生じます。 

• 変換後、BUSYラインがローになっているとき  
• 変換中、BUSYラインがハイになっているとき 
• BUSYラインがローになっているときに開始し、その後の

変換の処理中に終了（図 2 参照）。 

変換中の読出しはコンバータの性能にほとんど影響せず、より

高いスループット・レートを実現することができます。出力デ

ータ・レジスタは、BUSY 信号の立下がりエッジで新しい変換

データに更新されます。したがって、AD7606C-16からのデータ

読出しは、BUSY 信号の立下がりエッジを除いて、いつでも行

うことができます。BUSY 信号がハイの時のデータ読出しは、

すべて BUSY 信号の立下がりエッジ前に完了させる必要があり

ます。  

CRC を有効にしたシリアル ADC モード 
ソフトウェア・モードでは、レジスタ・マップへの書込みによ

って CRC を有効化することができます。この場合は、図 115 に

示すように、最後のチャンネルがクロック・アウトされた後で

各 DOUTx ラインに CRC が付加されます。CRC計算の詳細につい

ては、インターフェース CRC チェックサムのセクションを参照

してください。 

ステータスをイネーブルしたシリアル ADC モード 
ソフトウェア・モードでは、シリアル・インターフェース使用

時に 8 ビットのステータス・ヘッダをオンにすることができ

（表 27 参照）、この場合は、図 109 に示すように、それぞれの

16 ビット・データの変換後にステータス・ヘッダを付加するこ

とで、フレーム・サイズがチャンネルあたり 24 ビットに拡張さ

れます。 
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シリアル・レジスタ・モード 

（レジスタ・データの読出し） 

表 31 内のすべてのレジスタは、シリアル・インターフェースを

介して読み出すことができます。読出しコマンドのフォーマッ

トを図 110 に示します。コマンドは 2 つの 16 ビット・フレーム

からなります。最初のフレームでは、以下のことを行います。 

• アドレスの書込みをイネーブルするには、SDI に最初にク

ロック・インされるビットを 0 に設定する必要がありま

す。  
• 読出しコマンドを選択するには、SDI に 2 番目にクロッ

ク・インされるビットを 1 に設定する必要があります。  
• SDIにクロック・インされるビット［3:8］には、次のフレ

ームで DOUTAにクロック・アウトするレジスタ・アドレス

が格納されます。  
• SDIにクロック・インされる後続の 8 ビット（ビット

［9:16］）は無視されます。  

AD7606C-16 が ADC モードの場合は、DOUTx ラインはビット

［9:16］の ADC データのクロッキングを続け、AD7606C-16 は

その後でレジスタ・モードに切り替わります。 

AD7606C-16 がレジスタ・モードの場合は、DOUTx ラインは直前

にアドレス指定されたレジスタの内容をリードバックします。

直前のフレームが読出しコマンドか書込みコマンドかは問いま

せん。レジスタ・モードを終了するには、図 111 に示すように、

16SCLKサイクルの間 SDI ラインをローに維持します。 

 
 

 

 
図 110. シリアル・インターフェースの読出しコマンド（最初のフレームがアドレスを指定し、2 番目のフレームがレジスタの内容を提供） 

 
図 111. AD7606C-16 のレジスタ・モード 

 

表 27. ステータス・ヘッダ（シリアル・インターフェース） 

 
ビット 7
（MSB） ビット 6 ビット 5 ビット 4 ビット 3 

ビット

2 
ビット

1 
ビット 0
（LSB） 

内容 RESET_DETECT DIGITAL_ERROR OPEN_DETECTED RESERVED CH.ID 2 CH.ID 1 CH. ID 0 

意味 1 リセット検出 アドレス 0x22 の

エラー・フラグ 
このチャンネルのア

ナログ入力がオープ

ン状態 

  チャンネル ID（表 24 参

照）。 

 
1 詳細については診断機能のセクションを参照してください。 
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シリアル・レジスタ・モード 

（レジスタ・データの書込み） 

ソフトウェア・モードでは、表 31 内のすべての読出し／書込み

レジスタに対しシリアル・インターフェースを介して書込みを

行うことができます。一連のレジスタへの書込みを行うには、

メモリ・マップ上の任意のレジスタを読み出すことによって、

ADC モード（デフォルト・モード）を終了します。レジスタ書

込みコマンドは、1 回の 16 ビット SPI アクセスによって実行さ

れます。図 112 に示す書込みコマンドのフォーマットは、以下

のように構成されます。 

• 書込みコマンドをイネーブルするには、SDIに最初にクロ

ック・インされるビットを 0 に設定する必要があります。  
• SDIに 2 番目にクロック・インされるビット（R/Wビッ

ト）はクリアして 0 にする必要があります。  
• SDIにクロック・インされるビット ADD5～ビット ADD0

には、書き込むレジスタ・アドレスが格納されます。  
• SDIにクロック・インされる後続の 8 ビット（ビット

［DIN7：DIN0］）には、選択したレジスタに書き込むデ

ータが格納されます。データは SCLKの立下がりエッジで

SDIにクロック・インされ、SCLKの立上がりエッジで

DOUTA にクロック・アウトされます。 

図 112 に示すように、連続してデバイスへ書込みを行う場合に

DOUTA に出力されるデータは、直前のフレームで書き込まれた

レジスタ・アドレスのデータです。転送中、DOUTB、DOUTC、お

よび DOUTD ピンはローに保持されます。 

レジスタ・モードにある間、DOUTx ラインはレジスタ内容をク

ロック・アウトするために使われるので、ADC データはクロッ

ク・アウトされません。図 111 に示すように、必要なすべての

レジスタへの書込み終了後に 16SCLK サイクルの間 SDI ライン

をローに維持すると、AD7606C-16 は ADC モードに戻り、再び

ADC データが DOUTx ラインにクロック・アウトされます。 

ソフトウェア・モードで CRC をオンにすると、各フレームで 8
個の追加ビットがクロック・イン／クロック・アウトされます。

したがって、24 ビット・フレームが必要です。 

 

 
図 112. AD7606C-16 シリアル・インターフェースのシングル書込みコマンド 

（SDI が同じフレーム内でアドレス・ビット ADD5～ADD0 とレジスタ内容ビット DIN7～DIN0 をクロック・インし、 
DOUTA が直前のフレームで要求されたレジスタ内容を提供） 
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CRC を有効にしたシリアル・レジスタ・モード 
ソフトウェア・モードでは、INT_CRC_ERR_ENビット（アドレ

ス 0x21、ビット 2）をアサートすることにより、CRC を有効に

して AD7606C-16 のレジスタ書込みと読出しを行うことができ

ます。  

レジスタを読み出す場合、AD7606C-16は DOUTAピンに 8個のビ

ットを追加して、同じフレーム上で直前にシフト・アウトされ

たデータの CRC 結果を提供します。これによりコントローラは、

次の多項式を適用することによって、受け取ったデータが正し

いかどうかをチェックすることができます。 

x8 + x2 + x + 1 

図 113 に示すように、CRC を有効化すると、SPI フレームは 24
ビット長に拡張されます。 

レジスタへの書込み時、コントローラは、8 ビット CRC ワード

が付与されたデータ（レジスタのアドレスと内容）を、

AD7606C-16 にクロック・インする必要があります。この CRC
ワードは、上記の多項式を使って、その直前の 16 ビットから計

算されます。図 114 に示すように、AD7606C-16 はレジスタのア

ドレスと内容を読み出し、対応する 8 ビットの CRC ワードを計

算して、計算した CRC ワードと、17 番目と 24 番目のビットの

間に SDI を通じて受け取った CRC ワードが一致しない場合は、

INT_CRC_ERRビット（アドレス 0x22、ビット2）をアサートし

ます。 

 

 
図 113. SPI を介したレジスタの読出し（CRC 有効） 

 

 
図 114. SPI を介したレジスタの書込み（CRC 有効） 
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診断機能 
ソフトウェア・モードでは、診断機能を使用して AD7606C-16
が正常に動作しているかどうかを検証することができます。診

断モニタのリストには、リセット検出、過電圧検出、低電圧検

出、アナログ入力オープン・サーキット検出、およびデジタ

ル・エラー検出が含まれています。  

エラーが検出されると、デジタル・インターフェースのセクシ

ョンに示すように、ステータス・ヘッダにフラグがアサートさ

れます（ただし、イネーブルされている場合）。このフラグは、

以下のセクションに示すように、エラーが発生したレジスタを

示します。 

更に、診断用マルチプレクサのセクションに示すように、診断

マルチプレクサは一連の内部ノードを検証するために、任意の

チャンネルを占有することができます。 

リセットの検出 

AD7606C-16にパーシャル・リセット・パルスまたはフル・リセ

ット・パルスが加えられると、ステータス・レジスタの

RESET_DETECTビット（アドレス 0x01、ビット 7）がアサート

されます。パワーアップ時はフル・リセットが必要です。この

リセットは RESET_DETECT ビットをアサートして、デバイス

上でパワーオン・リセット（POR）が正しく開始されたことを

示します。  

POR は REGCAP 電圧をモニタして、電圧が一定の閾値を下回っ

た場合はフル・リセットを行います。 

RESET_DETECT ビットは、予期せぬデバイス・リセットや

RESET ピン上の大きいグリッチの検出、または電源の電圧低下

を検出するために使用できます。 

RESET_DETECT ビットは、ステータス・レジスタを読み出すこ

とによってのみクリアされます。 

デジタル誤差  

ステータス・レジスタとステータス・ヘッダには、共に

DIGITAL_ERROR ビットが含まれています。以下のいずれかの

モニタがトリガされると、このビットがアサートされます。 

• メモリ・マップ CRC、読出し専用メモリ（ROM）CRC、
およびデジタル・インターフェース CRC 

• SPIの無効な読出しまたは書込み 
• BUSYハイ・スタック（ハイのまま動作停止） 

ROM CRC、メモリ・マップ CRC、インターフェース CRC チェ

ックサム、インターフェースのチェック、無効な SPI 読出しと

書込み、および BUSY ハイ・スタックの各セクションに示すよ

うに、DIGITAL_DIAG_ERR レジスタ（アドレス 0x22）には、

どのモニタが DIGITAL_ERROR ビットをトリガしたかを知るた

めにそれぞれのモニタに割り当てられた、専用のビットがあり

ます。 

ROM CRC 
ROM には AD7606C-16 の工場調整設定値が保存されています。

パワーアップ後、デバイス初期化の間にROMの内容はレジスタ

にロードされます。ロード後は、ロードされたデータに関する

CRC が計算されて、その結果が ROM に保存された CRC と一致

するかどうかが確認されます。  

AD7606C-16 は、下に示す 16 ビット CRC 多項式を使ってメモ

リ・マップの CRC チェックサム値を計算します。  

x16 + x14 + x13 + x12 + x10 + x8 +x6 + x4 + x3 + x + 1
（(0xBAAD） 

計算した CRC 値と保存した CRC 値が一致しない場合は、エラ

ー検出および訂正（ECC）ブロックによって、3ビットまでのエ

ラー（ハミング距離 4）を検出することができます。それ以外

の場合は、ROM_CRC_ERR（アドレス 0x22、ビット 0）がアサ

ートされます。パワーアップ後に ROM_CRC_ERRがアサートさ

れた場合は、フル・リセットを行ってすべての工場設定値をロ

ードし直すことを推奨します。 

この ROM CRC モニタリング機能はデフォルトで有効化されま

すが、ROM_CRC_ERR_EN ビット（アドレス 0x21、ビット 0）
をクリアすることによって無効にできます。 

メモリ・マップ CRC 
メモリ・マップ CRC はデフォルトで無効化されます。メモリ・

マップ CRC は、必要なレジスタへの書込みを行って AD7606C-
16 をソフトウェア・モードに設定した後に、MM_CRC_ERR_ 
EN ビット（アドレス 0x21、ビット 1）を使って有効化できます。

有効にすると、メモリ・マップ全体の CRC が計算されて保存さ

れます。メモリ・マップの CRC は 4µs ごとに再計算されて、保

存されている CRC 値と比較されます。  

AD7606C-16 は、下に示す 16 ビット CRC 多項式を使ってメモ

リ・マップの CRC チェックサム値を計算します。  

x16 + x14 + x13 + x12 + x10 + x8 +x6 + x4 + x3 + x + 1
（(0xBAAD） 

計算した CRC 値と保存した CRC 値が一致しない場合は、ECC
ブロックによって、3 ビットまでのエラー（ハミング距離 4）を

検出することができます。それ以外の場合はメモリ・マップに

異常が生じ、MM_CRC_ERRビット（アドレス0x22、ビット1）
がアサートされます。CRC はメモリ・マップへ書込みを行うご

とに再計算され、保存されます。  

MM_CRC_ERR ビットがアサートされた場合は、メモリ・マッ

プへの書込みを行って CRC を再計算することを推奨します。

MM_CRC_ERR ビットがアサートされたままで解消されない場

合は、フル・リセットを行ってメモリ・マップのデフォルト設

定を復元することを推奨します。 

インターフェース CRC チェックサム 
AD7606C-16には、データ転送時のエラーを検出してインターフ

ェースの堅牢性を向上させるために、CRC チェックサム・モー

ドがあります。CRC 機能は、ADC モード（シリアルおよびパラ

レル）とレジスタ・モード（シリアルのみ）の両方で使用でき

ます。 

AD7606C-16は、下に示す 16ビットCRC多項式を使ってCRCチ

ェックサム値を計算します。  

x16 + x14 + x13 + x12 + x10 + x8 +x6 + x4 + x3 + x + 1
（(0xBAAD） 

多項式の除法をコントローラで再現するには、データを 16 ビッ

ト左へシフトして 16 個のロジック 0 で終わる数値を作成し、多

項式の MSB がデータの左端にあるロジック 1 に隣接するように、

多項式の値の位置決めをします。次に、排他的論理和（XOR）

関数をデータに適用してより短い数値を新たに生成し、多項式

の MSB が新たに得られたデータの最も左にあるロジック 1 に隣

接するように、再度、多項式の値の位置決めをします。元のデ

ータが多項式の値より小さくなって 16 ビットのチェックサムが

得られるまで、このプロセスを繰り返します。 
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16 ビット・データの CRC 計算の例を表 28 に示します。上記の

多項式を使用した場合、データ 0x064E に対応する CRC は

0x2137 です。 

INT_CRC_ERR_ENビット（アドレス 0x21、ビット 2）を介して

有効化することで、シリアル・インターフェースは CRC をサポ

ートします。CRCは 16ビット・ワードで、すべてのチャンネル

の読出し後に、使用中の DOUTx の末尾に付加されます。4 つの

DOUTx ラインを使用する場合の例を図 115 に示します。 

2 つの DOUTx ライン（DOUTAと DOUTB）を使用する場合、それぞ

れの 16ビット CRC ワードは、図 116に示すように 4つのチャン

ネルのデータ（72ビット）を使って計算されます。1つの DOUTx
ラインだけを使用する場合は、8つのチャンネルすべてがDOUTA
を通じてクロック・アウトされ、8 つのチャンネルのデータ

（144 ビット）を使って計算された 16ビット CRCワードがその

後に続きます。 

表 28. 16ビット・データの CRC計算例 1、2 

Data 0 0 0 0 0 1 1 0 0 1 0 0 1 1 1 0 X X X X X X X X X X X X X X X X 
Process Data 0 0 0 0 0 1 1 0 0 1 0 0 1 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 
Polynomial      1 0 1 1 1 0 1 0 1 0 1 0 1 1 0 1 1           
      0 1 1 1 0 0 1 1 0 1 1 0 1 1 0 1 1 0          
       1 0 1 1 1 0 1 0 1 0 1 0 1 1 0 1 1          
       0 1 0 1 1 1 0 0 0 1 1 1 0 1 1 0 1 0         
        1 0 1 1 1 0 1 0 1 0 1 0 1 1 0 1 1         
        0 0 0 0 0 0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0   
              1 0 1 1 1 0 1 0 1 0 1 0 1 1 0 1 1   
              0 0 1 0 1 0 1 0 1 0 0 0 1 1 0 1 1 0 0 
                1 0 1 1 1 0 1 0 1 0 1 0 1 1 0 1 1 
CRC                 0 0 1 0 0 0 0 1 0 0 1 1 0 1 1 1 

 
1 この表はデータの除算を表し、空白セルはフォーマットを整えるために使われています。 
2X = ドント・ケア。 

 

 
図 115. CRC をオンにしたシリアル・インターフェースでの ADC 読出し、4 DOUTx ライン 

 
図 116. CRC をオンにしたシリアル・インターフェースでの ADC 読出し、2 DOUTx ライン 
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AD7606C-16がレジスタ・モードで、レジスタの読出しまたは書

込みが行われる場合に使用する CRC 多項式は x8 + x2 + x + 1
（0x83）です。レジスタを読み出して CRC が有効化された場合、

各 SPI フレームの長さは 26 ビットで、17 番目から 24 番目まで

の SCLK サイクルで CRC 8 ビット・ワードがクロック・アウト

されます。同様に、レジスタへ書込みを行う場合は、図 117 に

示すように SDI ラインに CRC ワードを付加することができます。

与えられた CRC ワードと内部的に計算した CRC ワードが一致

しない場合、AD7606C-16 は、エラーを検出して INT_CRC_ERR
（アドレス 0x22、ビット 2）をトリガします。 

パラレル・インターフェースも ADC モードでのみ CRC をサポ

ートしており、図 101 に示すように、チャンネル 8 の後に DB15
～DB0を通じてクロック・アウトされます。16ビット CRCワー

ドは、8 つのチャンネルのデータ（128 ビット）を使って計算さ

れます。 

インターフェースのチェック 

デジタル・インターフェースの完全性は、 INTERFACE_ 
CHECK_EN ビット（アドレス 0x21、ビット 7）をセットするこ

とによってチェックできます。インターフェース・チェックを

選択すると、表 29 に示すように変換結果レジスタが既知の値に

強制されます。  

コントローラが表 29 に示すデータを受信したかどうかを検証す

れば、AD7606C-16とコントローラ間のインターフェースの正常

動作を確認することができます。転送されたデータの値が分か

っていてインターフェース CRC が有効化されている場合、この

モードはコントローラが正しい CRC 計算を行っているかどうか

を検証します。 

表 29. インターフェース・チェック変換結果 
Channel Number Conversion Result Forced (Hex) 
V1 0x2ACCA 
V2 0x15CC5 
V3 0x2A33A 
V4 0x15335 
V5 0x0CAAC 
V6 0x0C55C 
V7 0x33AA3 
V8 0x33553 

無効な SPI 読出しと書込み 
無効なレジスタ・アドレスをリードバックしようとすると、

SPI_READ_ERR ビット（アドレス 0x22、ビット 4）がセットさ

れます。無効な読出しアドレスの検出は、SPI_READ_ERR_EN
ビット（アドレス 0x21、ビット 4）をセットすることでイネー

ブルできます。SPI読出しエラーがトリガされた場合、エラーは、

そのビットを上書きするか、チェッカーをディスエーブルする

ことによってクリアされます。 

無効なレジスタ・アドレスや読出し専用レジスタに書込みを行

おうとすると、SPI_WRITE_ERR ビット（アドレス 0x22、ビッ

ト 3）がセットされます。無効な書込みアドレスの検出は、

SPI_WRITE_ERR_ENビット（アドレス 0x21、ビット 3）をセッ

トすることでイネーブルできます。SPI書込みエラーがトリガさ

れた場合、エラーは、そのビットを上書きするかチェッカーを

ディスエーブルすることによってクリアされます。 

BUSY ハイ・スタック 
BUSY ハイ・スタック（ハイのまま動作停止）状態のモニタリ

ングは、BUSY_STUCK_HIGH_ERR_EN ビット（アドレス 0x21、
ビット 5）をセットすることによって有効化されます。このビ

ットがイネーブルされた後は、独立したクロックを使って変換

時間（表 3 の tCONV）が内部的にモニタされます。tCONVが 4µs を
超えると、AD7606C-16は自動的にパーシャル・リセットを行っ

て BUSY_STUCK_HIGH_ERR ビット（アドレス 0x22、ビット 5）
をアサートします。このエラー・フラグをクリアするには、

BUSY_STUCK_HIGH_ERR ビットを 1 で上書きする必要があり

ます。 

オーバーサンプリング・モードを有効にすると、それぞれの内

部変換の変換時間を個別にモニタできます。 

 
 
 
 
 
 

 

 
図 117. CRC オンでのレジスタ書込み 
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診断用マルチプレクサ 

8 つの入力チャンネルには、すべて PGA 前段に診断用マルチプ

レクサが組み込まれており、表 30 に示す内部ノードをモニタし

て、AD7606C-16が正常に動作しているかどうかを確認すること

ができます。正確な測定を行うには、チャンネル 8 の使用を推

奨します。このチャンネルは、製造時に診断チャンネル用にオ

フセットとゲインが調整されています。 

一例として、チャンネル 1 の診断用マルチプレクサ・レジスタ

のビット・デコードを表 30 に示します。図 118 に示すように、

内部ノード選択時は PGA の入力ピン入力電圧の選択が解除され

ます。 

ソフトウェア・モードでは、該当するレジスタ（アドレス 0x28
～アドレス 0x2B）を通じて、それぞれの診断用マルチプレクサ

の設定にアクセスできます。1 つのチャンネルでマルチプレク

サを使用するには、そのチャンネルで±10V レンジを選ぶ必要が

あります。  

表 30. チャンネル 1 診断用マルチプレクサ・レジスタの 
ビット・デコード 

Address 0x18  
Bit 2 Bit 1 Bit 0 Signal on Channel 1 
0 0 0 V1 
0 0 1 Temperature sensor 
0 1 0 VREF 
0 1 1 ALDO 
1 0 0 DLDO 
1 0 1 VDRIVE 
1 1 0 AGND 
1 1 1 AVCC 

 

 
図 118. 診断用マルチプレクサ（例としてチャンネル 1 を表示） 

（RFB = 帰還抵抗） 

温度センサー 

図 118 に示すように、診断用マルチプレクサを通じて温度セン

サーを選択して、それを ADC で変換することができます。測定

される温度センサーの電圧はダイ温度に比例しており、下の式

で表されます。精度は±2℃です。 

 
リファレンス電圧 

図 119 に示すように、診断用マルチプレクサを通じてリファレ

ンス電圧を選択し、それを ADC で変換することができます。診

断用マルチプレクサへの入力には、REF SELECT ピンに基づい

て内部リファレンスまたは外部リファレンスが選択されます。

理論上、ADC 出力は電圧リファレンス・レベルに比例して変化

します。したがって、ADC出力が規定値の 2.5Vを超える場合は、

リファレンス・バッファまたは PGA に異常があります。 

 
図 119. 診断用マルチプレクサを介したリファレンス電圧信号パス 

内部 LDO 
図 118 に示すように、診断用マルチプレクサを通じてアナログ

およびデジタル LDO（REGCAP ピン）を選択し、それを ADC
で変換することができます。ADC 出力は、REGCAP ピン電圧の

4 倍です。この測定は、各 LDO が正しい動作電圧にあり、内部

回路が正しくバイアスされていることを確認します。 

電源電圧 

図 118 に示すように、診断用マルチプレクサを通じて AVCC、

VDRIVE、および AGNDを選択し、それを ADC で変換することが

できます。このセットアップによりデバイスに適切な電圧とグ

ラウンドが使われ、正常動作が確保されます。 
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代表的な接続図 
AD7606C-16 には 4 つの AVCC 電源ピンがあります。これら 4 本

のピンは、各電源ピンに 100nF のコンデンサ、電源に 10µF のコ

ンデンサを使ってデカップリングすることを推奨します。

AD7606C-16は、内部リファレンスまたは外付けリファレンスで

動作させることができます。PCB 上に AD7606C-16 が 1 個だけ

の場合は、100nF のコンデンサで REFIN/REFOUT ピンをデカッ

プリングします。複数の AD7606C-16 が組み込まれたアプリケ

ーションを使用するときは、リファレンスのセクションを参照

してください。REFCAPA ピンと REFCAPB ピンは互いに短絡さ

せて、10µF のセラミック・コンデンサでデカップリングします。 

VDRIVE 電源はプロセッサと同じ電源に接続してください。VDRIVE

電圧は、出力ロジック信号の電圧値を制御します。レイアウト、

デカップリング、およびグラウンディングの詳細については、

レイアウトのガイドラインのセクションを参照してください。 

AD7606C-16の電源投入後は、正しい動作モードに設定するため

に AD7606C-16 をフル・リセットしてください。  

図 120 の AD7606C-16 はハードウェア・モードに設定されてお

り、REF SELECT ピンがハイに設定されているので内部リファ

レンスで動作します。また、この例では PAR/SER SEL ピンが

AGND に接続されているので、デバイスはパラレル・インター

フェースを使用します。RANGEピンがハイ・レベルに接続され、

オーバーサンプリング比が OSx ピンを通じてコントローラによ

り制御されている場合、8 つの入力チャンネルのアナログ入力

レンジはすべて±10Vです。 

図 121 では、OSx ピンがロジック・ハイに接続されているので、

AD7606C-16はソフトウェア・モードに設定されています。オー

バーサンプリング比と各チャンネルのレンジは、メモリ・マッ

プへのアクセスを通じて設定されます。この例では、PAR/SER 
SEL ピンのロジック・レベルはハイです。したがって、ADC デ

ータの読出しと、メモリ・マップの読出しおよび書込みには、

共にシリアル・インターフェースが使われます。REF SELECT
ピンは AGND に接続されています。したがって、内部リファレ

ン ス が デ ィ ス エ ー ブ ル さ れ て 外 部 リ フ ァ レ ン ス が

REFIN/REFOUT ピンに外付けされ、100nF のコンデンサでデカ

ップリングされています。 

代表的な接続例を図 120 と図 121 に示します。各設定ピンに加

えられるロジック・レベルに応じて、この他にも様々なこのリ

ファレンス、データ・インターフェース、動作モードの組み合

わせが可能です。 

 
図 120. 代表的な接続図（ハードウェア・モード） 
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図 121. 代表的な接続図（ソフトウェア・モード） 
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アプリケーション情報 
レイアウトのガイドライン 

AD7606C-16 を含む PCB を設計する場合は、以下に示すレイア

ウトのガイドラインに従うことを推奨します。 

• 複数のデバイスを A/D グラウンドに接続する必要のあるシ

ステム内で AD7606C-16 を使用する場合は、グランド・プ

レーン（アナログ・グラウンドとデジタル・グラウンドに

分かれていないもの）を使用してください。 
• グランド・プレーンへの接続は安定したものにしてくださ

い。複数のグラウンド・ピンで 1 つの接続を共有すること

は避け、各グラウンド・ピンとグランド・プレーンへの接

続には個別のビア、または複数のビアを使用してくださ

い。  
• チップにノイズが混入するので、デバイスの下にはデジタ

ル・ラインを配置しないでください。ノイズの混入を回避

するために、AD7606C-16 の下にはアナログ・グランド・

プレーンを配置できるようにします。 
• CONVSTやクロックなどの高速スイッチング信号はデジタ

ル・グラウンドでシールドし、基板の他の部分へのノイズ

の放射を防止します。また、これらの信号パスをアナログ

信号パスの近くに配置しないでください。  
• デジタル信号とアナログ信号を交差させないでください。  
• 基板内の近接する層にあるパターンは互いに直角になるよ

うに配置し、基板全体でのフィードスルーの影響を減少さ

せてください。 
• AD7606C-16 の AVCCピンと VDRIVEピンへの電源ラインに

は、可能な限り幅の広いパターンを使用して低インピーダ

ンスの経路を確保し、電源ラインへのグリッチの影響を軽

減してください。可能であれば電源プレーンを使用し、

AD7606C-16 の電源ピンと基板の電源パターン間の接続を

安定したものにします。各電源ピンには 1 つ以上のビアを

使用してください。 
• 電源ピンとそれらに対応するグラウンド・ピンの近く（直

接接続が理想）に、デカップリング・コンデンサを配置し

てください。REFIN/REFOUT ピン、REFCAPAピン、およ

び REFCAPB ピンにはデカップリング・コンデンサを接続

します。接続は、AD7606C-16 のそれぞれのピンにできる

だけ近い位置で行ってください。可能であれば、これらの

コンデンサは基板の AD7606C-16 デバイス取り付け面に配

置します。 

AD7606C-16 取り付け基板最上層の推奨デカップリングを図 122
に示します。図 123 は最下層のデカップリングを示したもので、

これは 4 本の AVCCピンと VDRIVEピンのデカップリングに使われ

ます。AVCCピン用に 100nF のセラミック・コンデンサをそれぞ

れのデバイス・ピン近くに配置する場合は、ピン37とピン38の
間で 1 個の 100nF コンデンサを共有することができます。  

 
図 122. 最上層のデカップリング 

（REFIN/REFOUT、REFCAPA、REFCAPB、REGCAP ピン） 

 
図 123. 最下層のデカップリング 

複数の AD7606C-16 デバイスを使用するシステム内で、安定し

たデバイス間の性能マッチングを実現するには、AD7606C-16デ
バイスを対称的にレイアウトすることが重要です。  

26
07

1-
08

3
26

07
1-

08
4



データシート AD7606C-16 
 

Rev. 0  － 56/74 － 

2 個の AD7606C-16 を使用した場合のレイアウトを図 124 に示し

ます。AVCC 電源パターンは両方のデバイスの右側に配置され、

VDRIVE 電源パターンは両方のデバイスの左側に配置されていま

す。リファレンス・チップは 2 つのデバイスの間に取り付けら

れており、リファレンス電圧パターンは U1 のピン 42 の北側

（上側）、U2 のピン 42 の南側（下側）にあたる位置に置かれ

ています。また、グランド・プレーンが使われています。 

これらの対称レイアウト原則は、3 個以上の AD7606C-16 が含ま

れるシステムにも適用されます。図 124 同様、これらの

AD7606C-16デバイスは南北方向に取り付けることができ、その

場合、2 つのデバイス間にリファレンス電圧を配置し、リファ

レンス・パターンを南北方向に設けます。  

 
図 124. AD7606C-16 デバイスを複数使用する場合のレイアウト −  

最上層と電源プレーン層 
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レジスタの一覧 

表 31. AD7606C-16 のレジスタ一覧 
Addr Name Bit 7 Bit 6 Bit 5 Bit 4 Bit 3 Bit 2 Bit 1 Bit 0 Reset R/W 
0x01 STATUS RESET_DETEC

T 
DIGITAL_ERROR OPEN_DETECTED RESERVED 0x00 R 

0x02 CONFIG RESERVED STATUS_HEADER EXT_OS_CLOCK DOUT_FORMAT RESERVED OPERATION_MODE 0x08 R/W 
0x03 RANGE_CH1_ 

CH2 
CH2_RANGE CH1_RANGE 0x33 R/W 

0x04 RANGE_CH3_ 
CH4 

CH4_RANGE CH3_RANGE 0x33 R/W 

0x05 RANGE_CH5_ 
CH6 

CH6_RANGE CH5_RANGE 0x33 R/W 

0x06 RANGE_CH7_ 
CH8 

CH8_RANGE CH7_RANGE 0x33 R/W 

0x07 BANDWIDTH CH8_BW CH7_BW CH6_BW CH5_BW CH4_BW CH3_BW CH2_BW CH1_BW 0x00 R/W 
0x08 OVERSAMPLIN

G 
OS_PAD OS_RATIO 0x00 R/W 

0x09 CH1_GAIN RESERVED CH1_GAIN 0x00 R/W 
0x0A CH2_GAIN RESERVED CH2_GAIN 0x00 R/W 
0x0B CH3_GAIN RESERVED CH3_GAIN 0x00 R/W 
0x0C CH4_GAIN RESERVED CH4_GAIN 0x00 R/W 
0x0D CH5_GAIN RESERVED CH5_GAIN 0x00 R/W 
0x0E CH6_GAIN RESERVED CH6_GAIN 0x00 R/W 
0x0F CH7_GAIN RESERVED CH7_GAIN 0x00 R/W 
0x10 CH8_GAIN RESERVED CH8_GAIN 0x00 R/W 
0x11 CH1_OFFSET CH1_OFFSET 0x80 R/W 
0x12 CH2_OFFSET CH2_OFFSET 0x80 R/W 
0x13 CH3_OFFSET CH3_OFFSET 0x80 R/W 
0x14 CH4_OFFSET CH4_OFFSET 0x80 R/W 
0x15 CH5_OFFSET CH5_OFFSET 0x80 R/W 
0x16 CH6_OFFSET CH6_OFFSET 0x80 R/W 
0x17 CH7_OFFSET CH7_OFFSET 0x80 R/W 
0x18 CH8_OFFSET CH8_OFFSET 0x80 R/W 
0x19 CH1_PHASE CH1_PHASE 0x00 R/W 
0x1A CH2_PHASE CH2_PHASE 0x00 R/W 
0x1B CH3_PHASE CH3_PHASE 0x00 R/W 
0x1C CH4_PHASE CH4_PHASE 0x00 R/W 
0x1D CH5_PHASE CH5_PHASE 0x00 R/W 
0x1E CH6_PHASE CH6_PHASE 0x00 R/W 
0x1F CH7_PHASE CH7_PHASE 0x00 R/W 
0x20 CH8_PHASE CH8_PHASE 0x00 R/W 
0x21 DIGITAL_ 

DIAG_ 
ENABLE 

INTERFACE_ 
CHECK_EN 

CLK_FS_OS_ 
COUNTER_EN 

BUSY_STUCK_ 
HIGH_ERR_EN 

SPI_READ
_ERR_EN 

SPI_ 
WRITE_ 
ERR_EN 

INT_CRC_ 
ERR_EN 

MM_CRC_ 
ERR_EN 

ROM_ 
CRC_ 
ERR_EN 

0x01 R/W 

0x22 DIGITAL_ 
DIAG_ERR 

RESERVED BUSY_STUCK_ 
HIGH_ERR 

SPI_ 
READ_ 
ERR 

SPI_ 
WRITE_ 
ERR 

INT_CRC_ 
ERR 

MM_CRC_ 
ERR 

ROM_ 
CRC_ 
ERR 

0x00 R/W 

0x23 OPEN_ 
DETECT_ 
ENABLE 

CH8_OPEN_ 
DETECT_EN 

CH7_OPEN_ 
DETECT_EN 

CH6_OPEN_ 
DETECT_EN 

CH5_ 
OPEN_ 
DETECT_ 
EN 

CH4_ 
OPEN_ 
DETECT_ 
EN 

CH3_OPEN_ 
DETECT_EN 

CH2_OPEN_ 
DETECT_EN 

CH1_ 
OPEN_ 
DETECT
_EN 

0x00 R/W 

0x24 OPEN_ 
DETECTED 

CH8_OPEN CH7_OPEN CH6_OPEN CH5_ 
OPEN 

CH4_ 
OPEN 

CH3_OPEN CH2_OPEN CH1_ 
OPEN 

0x00 R/W 

0x28 DIAGNOSTIC_ 
MUX_CH1_2 

RESERVED CH2_DIAG_MUX_CTRL CH1_DIAG_MUX_CTRL 0x00 R/W 

0x29 DIAGNOSTIC_ 
MUX_CH3_4 

RESERVED CH4_DIAG_MUX_CTRL CH3_DIAG_MUX_CTRL 0x00 R/W 

0x2A DIAGNOSTIC_ 
MUX_CH5_6 

RESERVED CH6_DIAG_MUX_CTRL CH5_DIAG_MUX_CTRL 0x00 R/W 

0x2B DIAGNOSTIC_ 
MUX_CH7_8 

RESERVED CH8_DIAG_MUX_CTRL CH7_DIAG_MUX_CTRL 0x00 R/W 

0x2C OPEN_DETECT_
QUEUE 

OPEN_DETECT_QUEUE 0x00 R/W 

0x2D FS_CLK_ 
COUNTER 

CLK_FS_COUNTER 0x00 R 

0x2E OS_CLK_ 
COUNTER 

CLK_OS_COUNTER 0x00 R 

0x2F ID DEVICE_ID SILICON_REVISION 0x31 R 
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レジスタの詳細 
アドレス：0x01、リセット：0x00、レジスタ名：STATUS 

 

表 32. STATUS のビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス 

7 RESET_DETECT リセット検出。内部 LDO でフル・リセット、パーシャル・リセット、またはパワ

ーオン・リセットを検出。 
0x0 R 

6 DIGITAL_ERROR デジタル・エラー発生。DIGITAL_DIAG_ERR レジスタ（アドレス 0x22）を読み

出してデジタル・エラーのタイプを確認します。 
0x0 R 

5 OPEN_DETECTED オープン・サーキットの検出。OPEN_DETECTED レジスタ（アドレス 0x24）を

チェックして、どのチャンネルが影響を受けているのかを確認します。 
0x0 R 

[4:0] RESERVED 予備。 0x0 R 

 
アドレス：0x02、リセット：0x08、レジスタ名： CONFIG 

 

表 33. CONFIG のビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス 

7 RESERVED 予備。 0x0 R 
6 STATUS_HEADER シリアル・インターフェース・モードとパラレル・インターフェース・モード

の両方で、ADC データに付加する STATUS ヘッダをイネーブルします。 
0x0 R/W 

5 EXT_OS_CLOCK 外部オーバーサンプリング・クロック。オーバーサンプリング・モードで、外

部オーバーサンプリング・クロックをイネーブルします。オーバーサンプリン

グ変換は、CONVST ピンに加えるクロック信号を通じてトリガされ、内部オー

バーサンプリング・クロックによって管理されません。 

0x0 R/W 

[4:3] DOUT_FORMAT 変換結果を読み出すときにシリアル・モードで使われる DOUTx ラインの数。 0x1 R/W 
  00：1 DOUTx。   
  01：2 DOUTx。   
  10：4 DOUTx。   
  11：8 DOUTx。   
2 RESERVED 予備。 0x0 R 
[1:0] OPERATION_MODE 動作モード。 0x0 R/W 
  00：ノーマル・モード。   
  01：スタンバイ・モード。   
  10：オートスタンバイ・モード。   
  11：シャットダウン・モード。   

 

Reset Detected. Either a full, partial, or power-on
reset has been detected on the internal LDO.

Digital Error Present. Read the DIGITAL_DIAG_ERR
register (Address 0x22) to determine the
type of digital error.

Open Circuit Detected. Check the OPEN_DETECTED
register (Address 0x24) to determine which
channel is affected.

0

0
1

0
2

0
3

0
4

0
5

0
6

0
7

0

[7] RESET_DETECT (R) [4:0] RESERVED

[6] DIGITAL_ERROR (R)

[5] OPEN_DETECTED (R)

Operation Mode

11: shutdown mode.
10: autostandby mode.
01: standby mode.
00: normal mode.Enables STATUS Header to be Appended

to ADC Data in Both Serial and Parallel Interface
Modes

External Oversampling Clock. In oversampling
mode, enables external oversampling clock.
Oversampling conversions are triggered
through a clock signal applied to CONVST
pin and not managed by the internal oversampling
clock

Number of DOUTX Lines Used in Serial Mode
when Reading Conversions

11: x.OUTD8 
10: x.OUTD4 
01: x.OUTD2 
00: x.OUTD1 

0

0
1

0
2

0
3

1
4

0
5

0
6

0
7

0

[7] RESERVED [1:0] OPERATION_MODE (R/W)
[6] STATUS_HEADER (R/W)

[2] RESERVED[5] EXT_OS_CLOCK (R/W)

[4:3] DOUT_FORMAT (R/W)
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アドレス：0x03、リセット：0x33、レジスタ名：RANGE_CH1_CH2 

 

表 34. RANGE_CH1_CH2のビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス 

[7:4] CH2_RANGE チャンネル 2 のレンジ・オプション。 0x3 R/W 
  0000：±2.5V シングルエンド・レンジ。   
  0001：±5V シングルエンド・レンジ。   
  0010：±6.25V シングルエンド・レンジ。   
  0011：±10V シングルエンド・レンジ。   
  0100：±12.5V シングルエンド・レンジ。   
  0101：0V～5V シングルエンド・レンジ。   
  0110：0V～10V シングルエンド・レンジ。   
  0111：0V～12.5V シングルエンド・レンジ。   
  1000：±5V 差動レンジ。   
  1001：±10V 差動レンジ。   
  1010：±12.5V 差動レンジ。   
  1011：±20V 差動レンジ。   
[3:0] CH1_RANGE チャンネル 1 のレンジ・オプション。 0x3 R/W 
  0000：±2.5V シングルエンド・レンジ。   
  0001：±5V シングルエンド・レンジ。   
  0010：±6.25V シングルエンド・レンジ。   
  0011：±10V シングルエンド・レンジ。   
  0100：±12.5V シングルエンド・レンジ。   
  0101：0V～5V シングルエンド・レンジ。   
  0110：0V～10V シングルエンド・レンジ。   
  0111：0V～12.5V シングルエンド・レンジ。   
  1000：±5V 差動レンジ。   
  1001：±10V 差動レンジ。   
  1010：±12.5V 差動レンジ。   
  1011：±20V 差動レンジ。   

 
アドレス：0x04、リセット：0x33、レジスタ名：RANGE_CH3_CH4 

 

表 35. RANGE_CH3_CH4のビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス 

[7:4] CH4_RANGE チャンネル 4 のレンジ・オプション。 0x3 R/W 
  0000：±2.5V シングルエンド・レンジ。   
  0001：±5V シングルエンド・レンジ。   
  0010：±6.25V シングルエンド・レンジ。   

Range Options for Channel 2

1011: ±20 V differential range.
1010: ±12.5 V differential range.
1001: ±10 V differential range.

...
0010: ±6.25 V single-ended range.
0001: ± 5V single-ended range.
0000: ±2.5 V single-ended range.

Range Options for Channel 1

1011: ±20 V differential range.
1010: ±12.5 V differential range.
1001: ±10 V differential range.

...
0010: ±6.25 V single-ended range.
0001: ±5 V single-ended range.
0000: ±2.5V single-ended range.

0

1
1

1
2

0
3

0
4

1
5

1
6

0
7

0

[7:4] CH2_RANGE (R/W) [3:0] CH1_RANGE (R/W)

Range Options for Channel 4

1011: ±20 V differential range.
1010: ±12.5 V differential range.
1001: ±10 V differential range.

...
0010: ±6.25 V single-ended range.
0001: ±5 V single-ended range.
0000: ±2.5 V single-ended range.

Range Options for Channel 3

1011: ±20 V differential range.
1010: ±12.5 V differential range.
1001: ±10 V differential range.

...
0010: ±6.25 V single-ended range.
0001: ±5 V single-ended range.
0000: ±2.5 V single-ended range.

0

1
1

1
2

0
3

0
4

1
5

1
6

0
7

0

[7:4] CH4_RANGE (R/W) [3:0] CH3_RANGE (R/W)
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ビット ビット名 説明 リセット アクセス 

  0011：±10V シングルエンド・レンジ。   
  0100：±12.5V シングルエンド・レンジ。   
  0101：0V～5V シングルエンド・レンジ。   
  0110：0V～10V シングルエンド・レンジ。   
  0111：0V～12.5V シングルエンド・レンジ。   
  1000：±5V 差動レンジ。   
  1001：±10V 差動レンジ。   
  1010：±12.5V 差動レンジ。   
  1011：±20V 差動レンジ。   
[3:0] CH3_RANGE チャンネル 3 のレンジ・オプション。 0x3 R/W 
  0000：±2.5V シングルエンド・レンジ。   
  0001：±5V シングルエンド・レンジ。   
  0010：±6.25V シングルエンド・レンジ。   
  0011：±10V シングルエンド・レンジ。   
  0100：±12.5V シングルエンド・レンジ。   
  0101：0V～5V シングルエンド・レンジ。   
  0110：0V～10V シングルエンド・レンジ。   
  0111：0V～12.5V シングルエンド・レンジ。   
  1000：±5V 差動レンジ。   
  1001：±10V 差動レンジ。   
  1010：±12.5V 差動レンジ。   
  1011：±20V 差動レンジ。   

 
アドレス：0x05、リセット：0x33、レジスタ名：RANGE_CH5_CH6 

 

表 36. RANGE_CH5_CH6のビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス 

[7:4] CH6_RANGE チャンネル 6 のレンジ・オプション。 0x3 R/W 
  0000：±2.5V シングルエンド・レンジ。   
  0001：±5V シングルエンド・レンジ。   
  0010：±6.25V シングルエンド・レンジ。   
  0011：±10V シングルエンド・レンジ。   
  0100：±12.5V シングルエンド・レンジ。   
  0101：0V～5V シングルエンド・レンジ。   
  0110：0V～10V シングルエンド・レンジ。   
  0111：0V～12.5V シングルエンド・レンジ。   
  1000：±5V 差動レンジ。   
  1001：±10V 差動レンジ。   
  1010：±12.5V 差動レンジ。   
  1011：±20V 差動レンジ。   
[3:0] CH5_RANGE チャンネル 5 のレンジ・オプション。 0x3 R/W 
  0000：±2.5V シングルエンド・レンジ。   
  0001：±5V シングルエンド・レンジ。   
  0010：±6.25V シングルエンド・レンジ。   
  0011：±10V シングルエンド・レンジ。   

Range Options for Channel 6

1011: ±20 V differential range.
1010: ±12.5 V differential range.
1001: ±10 V differential range.

...
0010: ±6.25 V single-ended range.
0001: ±5 V single-ended range.
0000: ±2.5 V single-ended range.

Range Options for Channel 5

1011: ±20 V differential range.
1010: ±12.5 V differential range.
1001: ±10 V differential range.

...
0010: ±6.25 V single-ended range.
0001: ±5 V single-ended range.
0000: ±2.5 V single-ended range.

0

1
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[7:4] CH6_RANGE (R/W) [3:0] CH5_RANGE (R/W)
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ビット ビット名 説明 リセット アクセス 

  0100：±12.5V シングルエンド・レンジ。   
  0101：0V～5V シングルエンド・レンジ。   
  0110：0V～10V シングルエンド・レンジ。   
  0111：0V～12.5V シングルエンド・レンジ。   
  1000：±5V 差動レンジ。   
  1001：±10V 差動レンジ。   
  1010：±12.5V 差動レンジ。   
  1011：±20V 差動レンジ。   

 
アドレス：0x06、リセット：0x33、レジスタ名：RANGE_CH7_CH8 

 

表 37. RANGE_CH7_CH8のビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス 

[7:4] CH8_RANGE チャンネル 8 のレンジ・オプション。 0x3 R/W 
  0000：±2.5V シングルエンド・レンジ。   
  0001：±5V シングルエンド・レンジ。   
  0010：±6.25V シングルエンド・レンジ。   
  0011：±10V シングルエンド・レンジ。   
  0100：±12.5V シングルエンド・レンジ。   
  0101：0V～5V シングルエンド・レンジ。   
  0110：0V～10V シングルエンド・レンジ。   
  0111：0V～12.5V シングルエンド・レンジ。   
  1000：±5V 差動レンジ。   
  1001：±10V 差動レンジ。   
  1010：±12.5V 差動レンジ。   
  1011：±20V 差動レンジ。   
[3:0] CH7_RANGE チャンネル 7 のレンジ・オプション。 0x3 R/W 
  0000：±2.5V シングルエンド・レンジ。   
  0001：±5V シングルエンド・レンジ。   
  0010：±6.25V シングルエンド・レンジ。   
  0011：±10V シングルエンド・レンジ。   
  0100：±12.5V シングルエンド・レンジ。   
  0101：0V～5V シングルエンド・レンジ。   
  0110：0V～10V シングルエンド・レンジ。   
  0111：0V～12.5V シングルエンド・レンジ。   
  1000：±5V 差動レンジ。   
  1001：±10V 差動レンジ。   
  1010：±12.5V 差動レンジ。   
  1011：±20V 差動レンジ。   

Range Options for Channel 8

1011: ±20 V differential range.
1010: ±12.5 V differential range.
1001: ±10 V differential range.

...
0010: ±6.25 V single-ended range.
0001: ±5 V single-ended range.
0000: ±2.5 V single-ended range.

Range Options for Channel 7

1011: ±20 V differential range.
1010: ±12.5 V differential range.
1001: ±10 V differential range.

...
0010: ±6.25 V single-ended range.
0001: ±5 V single-ended range.
0000: ±2.5 V single-ended range.

0
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[7:4] CH8_RANGE (R/W) [3:0] CH7_RANGE (R/W)
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アドレス：0x07、リセット：0x00、レジスタ名：BANDWIDTH 

 

表 38. BANDWIDTHのビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス 

7 CH8_BW チャンネル 8 の高帯域幅モードを有効化。 0x0 R/W 
6 CH7_BW チャンネル 7 の高帯域幅モードを有効化。 0x0 R/W 
5 CH6_BW チャンネル 6 の高帯域幅モードを有効化。 0x0 R/W 
4 CH5_BW チャンネル 5 の高帯域幅モードを有効化。 0x0 R/W 
3 CH4_BW チャンネル 4 の高帯域幅モードを有効化。 0x0 R/W 
2 CH3_BW チャンネル 3 の高帯域幅モードを有効化。 0x0 R/W 
1 CH2_BW チャンネル 2 の高帯域幅モードを有効化。 0x0 R/W 
0 CH1_BW チャンネル 1 の高帯域幅モードを有効化。 0x0 R/W 

アドレス：0x08、リセット：0x00、レジスタ名：OVERSAMPLING 

 

表 39. OVERSAMPLING のビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス 

[7:4] OS_PAD オーバーサンプリング・パディング。内部オーバーサンプリング周期を延長して、

CONVST の立上がりエッジ間で等間隔のサンプリングを行えるようにします。 
0x0 R/W 

[3:0] OS_RATIO オーバーサンプリング比。 0x0 R/W 
  0000：オーバーサンプリングをオフ。   
  0001：2 倍のオーバーサンプリング。   
  0010：4 倍のオーバーサンプリング。   
  0011：8 倍のオーバーサンプリング。   
  0100：16 倍のオーバーサンプリング。   
  0101：32 倍のオーバーサンプリング。   
  0110：64 倍のオーバーサンプリング。   
  0111：128 倍のオーバーサンプリング。   
  1000：256 倍のオーバーサンプリング。   

 
  

Enables high bandwidth mode on Channel 8 Enables high bandwidth mode on Channel 1

Enables high bandwidth mode on Channel 7 Enables high bandwidth mode on Channel 2

Enables high bandwidth mode on Channel 6 Enables high bandwidth mode on Channel 3

Enables high bandwidth mode on Channel 5 Enables high bandwidth mode on Channel 4
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[7] CH8_BW (R/W) [0] CH1_BW (R/W)

[6] CH7_BW (R/W) [1] CH2_BW (R/W)

[5] CH6_BW (R/W) [2] CH3_BW (R/W)

[4] CH5_BW (R/W) [3] CH4_BW (R/W)

Oversampling Padding. Extends the internal
oversampling period allowing evenly spaced
sampling between CONVST rising edges.

Oversampling Ratio

1000: oversampling by 256.
111: oversampling by 128.
110: oversampling by 64.

...
10: oversampling by 4.

1: oversampling by 2.
0: oversampling off.
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[7:4] OS_PAD (R/W) [3:0] OS_RATIO (R/W)
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アドレス：0x09、リセット：0x00、レジスタ名：CH1_GAIN 

 

表 40. CH1_GAINのビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス 

[7:6] RESERVED 予備。 0x0 R 
[5:0] CH1_GAIN 外付け RFILTERによって生じるゲイン誤差を除去するためのゲイン・レジスタ。 

分解能：1024Ω。レンジ：0Ω～65,536Ω。 
0x0 R/W 

 
アドレス：0x0A、リセット：0x00、レジスタ名：CH2_GAIN 

 

表 41. CH2_GAINのビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス 

[7:6] RESERVED 予備。 0x0 R 
[5:0] CH2_GAIN 外付け RFILTERによって生じるゲイン誤差を除去するためのゲイン・レジスタ。 

分解能：1024Ω。レンジ：0Ω～65,536Ω。 
0x0 R/W 

 
アドレス：0x0B、リセット：0x00、レジスタ名：CH3_GAIN 

 

表 42. CH3_GAINのビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス 

[7:6] RESERVED 予備。 0x0 R 
[5:0] CH3_GAIN 外付け RFILTERによって生じるゲイン誤差を除去するためのゲイン・レジスタ。 

分解能：1024Ω。レンジ：0Ω～65,536Ω。 
0x0 R/W 

 
アドレス：0x0C、リセット：0x00、レジスタ名：CH4_GAIN 

 

表 43. CH4_GAINのビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス 

[7:6] RESERVED 予備。 0x0 R 
[5:0] CH4_GAIN 外付け RFILTERによって生じるゲイン誤差を除去するためのゲイン・レジスタ。 

分解能：1024Ω。レンジ：0Ω～65,536Ω。 
0x0 R/W 

 

Gain Register to Remove Gain Error Caused
by External RFILTER. Resolution: 1024 Ω.
Range: 0 Ω to 65,536 Ω
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[7:6] RESERVED [5:0] CH1_GAIN (R/W)

Gain Register to Remove Gain Error Caused
by External RFILTER. Resolution: 1024 Ω.
Range: 0 Ω to 65,536 Ω
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[7:6] RESERVED [5:0] CH2_GAIN (R/W)

Gain Register to Remove Gain Error Caused
by External RFILTER. Resolution: 1024 Ω.
Range: 0 Ω to 65,536 Ω
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[7:6] RESERVED [5:0] CH3_GAIN (R/W)

Gain Register to Remove Gain Error Caused
by External RFILTER. Resolution: 1024 Ω.
Range: 0 Ω to 65,536 Ω
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[7:6] RESERVED [5:0] CH4_GAIN (R/W)
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アドレス：0x0D、リセット：0x00、レジスタ名：CH5_GAIN 

 

表 44. CH5_GAINのビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス 

[7:6] RESERVED 予備。 0x0 R 
[5:0] CH5_GAIN 外付け RFILTERによって生じるゲイン誤差を除去するためのゲイン・レジスタ。 

分解能：1024Ω。レンジ：0Ω～65,536Ω。 
0x0 R/W 

 
アドレス：0x0E、リセット：0x00、レジスタ名：CH6_GAIN 

 

表 45. CH6_GAINのビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス 

[7:6] RESERVED 予備。 0x0 R 
[5:0] CH6_GAIN 外付け RFILTERによって生じるゲイン誤差を除去するためのゲイン・レジスタ。 

分解能：1024Ω。レンジ：0Ω～65,536Ω。 
0x0 R/W 

 
アドレス：0x0F、リセット：0x00、レジスタ名：CH7_GAIN 

 

表 46. CH7_GAINのビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス 

[7:6] RESERVED 予備。 0x0 R 
[5:0] CH7_GAIN 外付け RFILTERによって生じるゲイン誤差を除去するためのゲイン・レジスタ。 

分解能：1024Ω。レンジ：0Ω～65,536Ω。 
0x0 R/W 

 
アドレス：0x10、リセット：0x00、レジスタ名：CH8_GAIN 

 

表 47. CH8_GAINのビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス 

[7:6] RESERVED 予備。 0x0 R 
[5:0] CH8_GAIN 外付け RFILTERによって生じるゲイン誤差を除去するためのゲイン・レジスタ。 

分解能：1024Ω。レンジ：0Ω～65,536Ω。 
0x0 R/W 

 
  

Gain Register to Remove Gain Error Caused
by External RFILTER. Resolution: 1024 Ω.
Range: 0 Ω to 65,536 Ω
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[7:6] RESERVED [5:0] CH5_GAIN (R/W)

Gain Register to Remove Gain Error Caused
by External RFILTER. Resolution: 1024 Ω.
Range: 0 Ω to 65,536 Ω
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[7:6] RESERVED [5:0] CH6_GAIN (R/W)

Gain Register to Remove Gain Error Caused
by External RFILTER. Resolution: 1024 Ω.
Range: 0 Ω to 65,536 Ω

0

0
1

0
2

0
3

0
4

0
5

0
6

0
7

0

[7:6] RESERVED [5:0] CH7_GAIN (R/W)

Gain Register to Remove Gain Error Caused
by External RFILTER. Resolution: 1024 Ω.
Range: 0 Ω to 65,536 Ω
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[7:6] RESERVED [5:0] CH8_GAIN (R/W)
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アドレス：0x11、リセット：0x80、レジスタ名：CH1_OFFSET 

 

表 48. CH1_OFFSET のビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス 

[7:0] CH1_OFFSET 外部システムによるオフセット誤差を除去するためのオフセット・レジスタ。 
レンジは−512LSB～+511LSB。 

0x80 R/W 

 
アドレス：0x12、リセット：0x80、レジスタ名：CH2_OFFSET 

 

表 49. CH2_OFFSET のビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス 

[7:0] CH2_OFFSET 外部システムによるオフセット誤差を除去するためのオフセット・レジスタ。 
レンジは−128LSB～+127LSB。 

0x80 R/W 

 
アドレス：0x13、リセット：0x80、レジスタ名：CH3_OFFSET 

 

表 50. CH3_OFFSET のビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス 

[7:0] CH3_OFFSET 外部システムによるオフセット誤差を除去するためのオフセット・レジスタ。 
レンジは−128LSB～+127LSB。 

0x80 R/W 

 
アドレス：0x14、リセット：0x80、レジスタ名：CH4_OFFSET 

 

表 51. CH4_OFFSET のビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス 

[7:0] CH4_OFFSET 外部システムによるオフセット誤差を除去するためのオフセット・レジスタ。 
レンジは−128LSB～+127LSB。 

0x80 R/W 

 
アドレス：0x15、リセット：0x80、レジスタ名：CH5_OFFSET 

 

表 52. CH5_OFFSET のビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス 

[7:0] CH5_OFFSET 外部システムによるオフセット誤差を除去するためのオフセット・レジスタ。 
レンジは−128LSB～+127LSB。 

0x80 R/W 

 

Offset Register to Remove External System
Offset Errors. Range from –512 LSB to +511
LSB.
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[7:0] CH1_OFFSET (R/W)

Offset Register to Remove External System
Offset Errors. Range from –512 LSB to +511
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[7:0] CH2_OFFSET (R/W)

Offset Register to Remove External System
Offset Errors. Range from –512 LSB to +511
LSB.
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[7:0] CH3_OFFSET (R/W)

Offset Register to Remove External System
Offset Errors. Range from –512 LSB to +511
LSB.
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[7:0] CH4_OFFSET (R/W)

Offset Register to Remove External System
Offset Errors. Range from –512 LSB to +511
LSB.
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[7:0] CH5_OFFSET (R/W)



データシート AD7606C-16 
 

Rev. 0  － 66/74 － 

アドレス：0x16、リセット：0x80、レジスタ名：CH6_OFFSET 

 

表 53. CH6_OFFSET のビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス 

[7:0] CH6_OFFSET 外部システムによるオフセット誤差を除去するためのオフセット・レジスタ。 
レンジは−128LSB～+127LSB。 

0x80 R/W 

 
アドレス：0x17、リセット：0x80、レジスタ名：CH7_OFFSET 

 

表 54. CH7_OFFSET のビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス 

[7:0] CH7_OFFSET 外部システムによるオフセット誤差を除去するためのオフセット・レジスタ。 
レンジは−128LSB～+127LSB。 

0x80 R/W 

 
アドレス：0x18、リセット：0x80、レジスタ名：CH8_OFFSET 

 

表 55. CH8_OFFSET のビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス 

[7:0] CH8_OFFSET 外部システムによるオフセット誤差を除去するためのオフセット・レジスタ。 
レンジは−128LSB～+127LSB。 

0x80 R/W 

 
アドレス：0x19、リセット：0x00、レジスタ名：CH1_PHASE 

 

表 56. CH1_PHASE のビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス 

[7:0] CH1_PHASE 外部システムによるチャンネル間の位相誤差を除去するための位相レジスタ。 
0µs～255µs、1µs ステップの位相遅延。  

0x0 R/W 

 
アドレス：0x1A、リセット：0x00、レジスタ名：CH2_PHASE 

 

表 57. CH2_PHASE のビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス 

[7:0] CH2_PHASE 外部システムによるチャンネル間の位相誤差を除去するための位相レジスタ。 
0µs～255µs、1µs ステップの位相遅延。 

0x0 R/W 

Offset Register to Remove External System
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Offset Register to Remove External System
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0

0
1

0
2

0
3

0
4

0
5

0
6

0
7

1

[7:0] CH7_OFFSET (R/W)

Offset Register to Remove External System
Offset Errors. Range from –512 LSB to +511
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[7:0] CH8_OFFSET (R/W)

Phase Register to Remove External System
Phase Errors Between Channels. Phase
delay from 0 µs to 255 µs in steps of 1 µs.
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[7:0] CH1_PHASE (R/W)

Phase Register to Remove External System
Phase Errors Between Channels. Phase
delay from 0 µs to 255 µs in steps of 1 µs.
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[7:0] CH2_PHASE (R/W)
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アドレス：0x1B、リセット：0x00、レジスタ名：CH3_PHASE 

 

表 58. CH3_PHASE のビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス 

[7:0] CH3_PHASE 外部システムによるチャンネル間の位相誤差を除去するための位相レジスタ。 
0µs～255µs、1µs ステップの位相遅延。 

0x0 R/W 

 
アドレス：0x1C、リセット：0x00、レジスタ名：CH4_PHASE 

 

表 59. CH4_PHASE のビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス 

[7:0] CH4_PHASE 外部システムによるチャンネル間の位相誤差を除去するための位相レジスタ。 
0µs～255µs、1µs ステップの位相遅延。 

0x0 R/W 

 
アドレス：0x1D、リセット：0x00、レジスタ名：CH5_PHASE 

 

表 60. CH5_PHASE のビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス 

[7:0] CH5_PHASE 外部システムによるチャンネル間の位相誤差を除去するための位相レジスタ。 
0µs～255µs、1µs ステップの位相遅延。 

0x0 R/W 

 
アドレス：0x1E、リセット：0x00、レジスタ名：CH6_PHASE 

 

表 61. CH6_PHASE のビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス 

[7:0] CH6_PHASE 外部システムによるチャンネル間の位相誤差を除去するための位相レジスタ。 
0µs～255µs、1µs ステップの位相遅延。 

0x0 R/W 

 
  

Phase Register to Remove External System
Phase Errors Between Channels. Phase
delay from 0 µs to 255 µs in steps of 1 µs.
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[7:0] CH3_PHASE (R/W)

Phase Register to Remove External System
Phase Errors Between Channels. Phase
delay from 0 µs to 255 µs in steps of 1 µs.
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[7:0] CH4_PHASE (R/W)

Phase Register to Remove External System
Phase Errors Between Channels. Phase
delay from 0 µs to 255 µs in steps of 1 µs.
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[7:0] CH5_PHASE (R/W)

Phase Register to Remove External System
Phase Errors Between Channels. Phase
delay from 0 µs to 255 µs in steps of 1 µs.
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[7:0] CH6_PHASE (R/W)
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アドレス：0x1F、リセット：0x00、レジスタ名：CH7_PHASE 

 

表 62. CH7_PHASE のビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス 

[7:0] CH7_PHASE 外部システムによるチャンネル間の位相誤差を除去するための位相レジスタ。 
0µs～255µs、1µs ステップの位相遅延。 

0x0 R/W 

 
アドレス：0x20、リセット：0x00、レジスタ名：CH8_PHASE 

 

表 63. CH8_PHASE のビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス 

[7:0] CH8_PHASE 外部システムによるチャンネル間の位相誤差を除去するための位相レジスタ。 
0µs～255µs、1µs ステップの位相遅延。 

0x0 R/W 

 
アドレス：0x21、リセット：0x01、レジスタ名：DIGITAL_DIAG_ENABLE 

 

表 64. DIGITAL_DIAG_ENABLEのビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス 

7 INTERFACE_CHECK_EN インターフェース・チェックを有効化して、ADC データの読出し時

に各チャンネルの固定データを提供します。 
0x0 R/W 

6 CLK_FS_OS_COUNTER_EN FS_CLOCK および OS_CLOCK カウンタをイネーブルします。 0x0 R/W 
5 BUSY_STUCK_HIGH_ERR_EN ADC の動作を確認するための変換時間のモニタである BUSY ライ

ン・ハイ・スタックを有効にします。 
0x0 R/W 

4 SPI_READ_ERR_EN 無効アドレスからの読出しを行おうとしたかどうかのチェックを有

効化します。 
0x0 R/W 

3 SPI_WRITE_ERR_EN 無効アドレスへの書込みを行おうとしたかどうかのチェックを有効

化します。 
0x0 R/W 

2 INT_CRC_ERR_EN インターフェース CRC チェックを有効化します。 0x0 R/W 
1 MM_CRC_ERR_EN メモリ・マップ CRC チェックを有効化します。 0x0 R/W 
0 ROM_CRC_ERR_EN ROM CRC チェックを有効化します。 0x1 R/W 
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Phase Register to Remove External System
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[7:0] CH8_PHASE (R/W)

Enables interface check. Provides a fixed
data on each channel when reading ADC
data.

Enables ROM CRC check.

Enables FS_CLOCK and OS_CLOCK  counter.

Enables memory map CRC check.

Enables busy line stuck high which is a monitor
of the conversion time to ensure ADC operation.

Enables interface CRC check.

Enables checking if attempting to read from
an invalid address.

Enables checking if attempting to write to
an invalid address.
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[7] INTERFACE_CHECK_EN (R/W) [0] ROM_CRC_ERR_EN (R/W)

[6] CLK_FS_OS_COUNTER_EN (R/W)

[1] MM_CRC_ERR_EN (R/W)

[5] BUSY_STUCK_HIGH_ERR_EN (R/W)

[2] INT_CRC_ERR_EN (R/W)

[4] SPI_READ_ERR_EN (R/W)

[3] SPI_WRITE_ERR_EN (R/W)
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アドレス：0x22、リセット：0x00、レジスタ名：DIGITAL_DIAG_ERR 

 

表 65. DIGITAL_DIAG_ERRのビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス 

[7:6] RESERVED 予備。 0x0 R 
5 BUSY_STUCK_HIGH_ERR BUSY ハイ・スタック・エラー。BUSY ピンのロジック・レベルが 4µs 以上

ハイ。 
0x0 R/W1C 

4 SPI_READ_ERR SPI の無効な読出しアドレス。 0x0 R/W1C 
3 SPI_WRITE_ERR SPI の無効な書込みアドレス。 0x0 R/W1C 
2 INT_CRC_ERR インターフェース CRC エラー。 0x0 R/W1C 
1 MM_CRC_ERR メモリ・マップの CRC エラー。 0x0 R/W1C 
0 ROM_CRC_ERR ROM CRC エラー。 0x0 R/W1C 

 
アドレス：0x23、リセット：0x00、レジスタ名：OPEN_DETECT_ENABLE 

 

表 66. OPEN_DETECT_ENABLE のビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス 

7 CH8_OPEN_DETECT_EN 自動モードではチャンネル 8 のアナログ入力オープン検出を有効にし、 
手動モードでは PGA のコモンモードをハイに設定します。 

0x0 R/W 

6 CH7_OPEN_DETECT_EN 自動モードではチャンネル 7 のアナログ入力オープン検出を有効にし、 
手動モードでは PGA のコモンモードをハイに設定します。 

0x0 R/W 

5 CH6_OPEN_DETECT_EN 自動モードではチャンネル 6 のアナログ入力オープン検出を有効にし、 
手動モードでは PGA のコモンモードをハイに設定します。 

0x0 R/W 

4 CH5_OPEN_DETECT_EN 自動モードではチャンネル 5 のアナログ入力オープン検出を有効にし、 
手動モードでは PGA のコモンモードをハイに設定します。 

0x0 R/W 

3 CH4_OPEN_DETECT_EN 自動モードではチャンネル 4 のアナログ入力オープン検出を有効にし、 
手動モードでは PGA のコモンモードをハイに設定します。 

0x0 R/W 

2 CH3_OPEN_DETECT_EN 自動モードではチャンネル 3 のアナログ入力オープン検出を有効にし、 
手動モードでは PGA のコモンモードをハイに設定します。 

0x0 R/W 

1 CH2_OPEN_DETECT_EN 自動モードではチャンネル 2 のアナログ入力オープン検出を有効にし、 
手動モードでは PGA のコモンモードをハイに設定します。 

0x0 R/W 

0 CH1_OPEN_DETECT_EN 自動モードではチャンネル 1 のアナログ入力オープン検出を有効にし、 
手動モードでは PGA のコモンモードをハイに設定します。 

0x0 R/W 

 

ROM CRC Error.

Busy Stuck High Error. Busy pin has been
at a high logic level for longer than 4 µs. Memory Map CRC Error.

SPI Invalid Read Address. Interface CRC Error.

SPI Invalid Write Address.
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[7:6] RESERVED [0] ROM_CRC_ERR (R/W1C)
[5] BUSY_STUCK_HIGH_ERR (R/W1C)

[1] MM_CRC_ERR (R/W1C)

[4] SPI_READ_ERR (R/W1C) [2] INT_CRC_ERR (R/W1C)

[3] SPI_WRITE_ERR (R/W1C)

In automatic mode, enables analog input
open circuit detection for Channel 8. In manual
mode, sets the PGA common mode to high.

In automatic mode, enables analog input
open circuit detection for Channel 1. In manual
mode, sets the PGA common mode to high.

In automatic mode, enables analog input
open circuit detection for Channel 7. In manual
mode, sets the PGA common mode to high.

In automatic mode, enables analog input
open circuit detection for Channel 2. In manual
mode, sets the PGA common mode to high.

In automatic mode, enables analog input
open circuit detection for Channel 6. In manual
mode, sets the PGA common mode to high.

In automatic mode, enables analog input
open circuit detection for Channel 3. In manual
mode, sets the PGA common mode to high.

In automatic mode, enables analog input
open circuit detection for Channel 5. In manual
mode, sets the PGA common mode to high.

In automatic mode, enables analog input
open circuit detection for Channel 4. In manual
mode, sets the PGA common mode to high.
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[7] CH8_OPEN_DETECT_EN (R/W) [0] CH1_OPEN_DETECT_EN (R/W)

[6] CH7_OPEN_DETECT_EN (R/W) [1] CH2_OPEN_DETECT_EN (R/W)

[5] CH6_OPEN_DETECT_EN (R/W) [2] CH3_OPEN_DETECT_EN (R/W)

[4] CH5_OPEN_DETECT_EN (R/W) [3] CH4_OPEN_DETECT_EN (R/W)
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アドレス：0x24、リセット：0x00、レジスタ名：OPEN_DETECTED 

 

表 67. OPEN_DETECTED のビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス 

7 CH8_OPEN アナログ入力 8 のオープン・サーキットを検出。 0x0 R/W1C 
6 CH7_OPEN アナログ入力 7 のオープン・サーキットを検出。 0x0 R/W1C 
5 CH6_OPEN アナログ入力 6 のオープン・サーキットを検出。 0x0 R/W1C 
4 CH5_OPEN アナログ入力 5 のオープン・サーキットを検出。 0x0 R/W1C 
3 CH4_OPEN アナログ入力 4 のオープン・サーキットを検出。 0x0 R/W1C 
2 CH3_OPEN アナログ入力 3 のオープン・サーキットを検出。 0x0 R/W1C 
1 CH2_OPEN アナログ入力 2 のオープン・サーキットを検出。 0x0 R/W1C 
0 CH1_OPEN アナログ入力 1 のオープン・サーキットを検出。 0x0 R/W1C 

 
アドレス：0x28、リセット：0x00、レジスタ名：DIAGNOSTIC_MUX_CH1_2 

 

表 68. DIAGNOSTIC_MUX_CH1_2のビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス 

[7:6] RESERVED 予備。 0x0 R 
[5:3] CH2_DIAG_MUX_CTRL チャンネル 2 の診断用マルチプレクサ制御。±10V レンジを選択。 0x0 R/W 
  000：アナログ入力ピン。   
  001：温度センサー。   
  010：2.5V のリファレンス。   
  011：ALDO 1.8V。   
  100：DLDO 1.8V。   
  101：VDRIVE。   
  110：AGND。   
  111：AVCC。   
[2:0] CH1_DIAG_MUX_CTRL チャンネル 1 の診断用マルチプレクサ制御。±10V レンジを選択。 0x0 R/W 
  000：アナログ入力ピン。   
  001：温度センサー。   
  010：2.5V のリファレンス。   
  011：ALDO 1.8V。   
  100：DLDO 1.8V。   
  101：VDRIVE。   
  110：AGND。   
  111：AVCC。   

Analog Input 8 Open Circuit Detected Analog Input 1 Open Circuit Detected

Analog Input 7 Open Circuit Detected Analog Input 2 Open Circuit Detected

Analog Input 6 Open Circuit Detected Analog Input 3 Open Circuit Detected

Analog Input 5 Open Circuit Detected Analog Input 4 Open Circuit Detected
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[7] CH8_OPEN (R/W1C) [0] CH1_OPEN (R/W1C)

[6] CH7_OPEN (R/W1C) [1] CH2_OPEN (R/W1C)

[5] CH6_OPEN (R/W1C) [2] CH3_OPEN (R/W1C)

[4] CH5_OPEN (R/W1C) [3] CH4_OPEN (R/W1C)

Channel 1 Diagnostic Mux Control. Select
±10 V range.

111: .CCAV
110: AGND.
101: .DRIVEV
100: DLDO 1.8 V.
011: ALDO 1.8 V.
010: 2.5 V reference.
001: Temperature sensor.
000: Analog Input pin.Channel 2 Diagnostic Mux Control. Select

±10 V range.

111: .CCAV
110: AGND.
101: .DRIVEV
100: DLDO 1.8 V.
011: ALDO 1.8 V.
010: 2.5 V reference.
001: Temperature sensor.
000: Analog Input pin.
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[7:6] RESERVED [2:0] CH1_DIAG_MUX_CTRL (R/W)
[5:3] CH2_DIAG_MUX_CTRL (R/W)
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アドレス：0x29、リセット：0x00、レジスタ名：DIAGNOSTIC_MUX_CH3_4 

 

表 69. DIAGNOSTIC_MUX_CH3_4のビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス 

[7:6] RESERVED 予備。 0x0 R 
[5:3] CH4_DIAG_MUX_CTRL チャンネル 4 の診断用マルチプレクサ制御。±10V レンジを選択。 0x0 R/W 
  000：アナログ入力ピン。   
  001：温度センサー。   
  010：2.5V のリファレンス。   
  011：ALDO 1.8V。   
  100：DLDO 1.8V。   
  101：VDRIVE。   
  110：AGND。   
  111：AVCC。   
[2:0] CH3_DIAG_MUX_CTRL チャンネル 3 の診断用マルチプレクサ制御。±10V レンジを選択。 0x0 R/W 
  000：アナログ入力ピン。   
  001：温度センサー。   
  010：2.5V のリファレンス。   
  011：ALDO 1.8V。   
  100：DLDO 1.8V。   
  101：VDRIVE。   
  110：AGND。   
  111：AVCC。   

 
アドレス：0x2A、リセット：0x00、レジスタ名：DIAGNOSTIC_MUX_CH5_6 

 

表 70. DIAGNOSTIC_MUX_CH5_6のビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス 

[7:6] RESERVED 予備。 0x0 R 
[5:3] CH6_DIAG_MUX_CTRL チャンネル 6 の診断用マルチプレクサ制御。±10V レンジを選択。 0x0 R/W 
  000：アナログ入力ピン。   
  001：温度センサー。   
  010：2.5V のリファレンス。   
  011：ALDO 1.8V。   
  100：DLDO 1.8V。   

Channel 3 Diagnostic Mux Control. Select
±10 V range.

111: .CCAV
110: AGND.
101: .DRIVEV
100: DLDO 1.8 V.
011: ALDO 1.8 V.
010: 2.5 V Reference.
001: Temperature sensor.
000: Analog Input pin.Channel 4 Diagnostic Mux Control. Select

±10 V range.

111: .CCAV
110: AGND.
101: .DRIVEV
100: DLDO 1.8 V.
011: ALDO 1.8 V.
010: 2.5 V Reference.
001: Temperature sensor.
000: Analog Input pin.
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[7:6] RESERVED [2:0] CH3_DIAG_MUX_CTRL (R/W)
[5:3] CH4_DIAG_MUX_CTRL (R/W)

Channel 5 Diagnostic Mux Control. Select
±10 V range.

111: .CCAV
110: AGND.
101: .DRIVEV
100: DLDO 1.8 V.
011: ALDO 1.8 V.
010: 2.5 V Reference.
001: Temperature sensor.
000: Analog Input pin.Channel 6 Diagnostic Mux Control. Select

±10 V range.

111: .CCAV
110: AGND.
101: .DRIVEV
100: DLDO 1.8 V.
011: ALDO 1.8 V.
010: 2.5 V Reference.
001: Temperature sensor.
000: Analog Input pin.
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[7:6] RESERVED [2:0] CH5_DIAG_MUX_CTRL (R/W)
[5:3] CH6_DIAG_MUX_CTRL (R/W)
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ビット ビット名 説明 リセット アクセス 

  101：VDRIVE。   
  110：AGND。   
  111：AVCC。   
[2:0] CH5_DIAG_MUX_CTRL チャンネル 5 の診断用マルチプレクサ制御。±10V レンジを選択。 0x0 R/W 
  000：アナログ入力ピン。   
  001：温度センサー。   
  010：2.5V のリファレンス。   
  011：ALDO 1.8V。   
  100：DLDO 1.8V。   
  101：VDRIVE。   
  110：AGND。   
  111：AVCC。   

 
アドレス：0x2B、リセット：0x00、レジスタ名：DIAGNOSTIC_MUX_CH7_8 

 

表 71. DIAGNOSTIC_MUX_CH7_8のビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス 

[7:6] RESERVED 予備。 0x0 R 
[5:3] CH8_DIAG_MUX_CTRL チャンネル 8 の診断用マルチプレクサ制御。±10V レンジを選択。 0x0 R/W 
  000：アナログ入力ピン。   
  001：温度センサー。   
  010：2.5V のリファレンス。   
  011：ALDO 1.8V。   
  100：DLDO 1.8V。   
  101：VDRIVE。   
  110：AGND。   
  111：AVCC。   
[2:0] CH7_DIAG_MUX_CTRL チャンネル 7 の診断用マルチプレクサ制御。±10V レンジを選択。 0x0 R/W 
  000：アナログ入力ピン。   
  001：温度センサー。   
  010：2.5V のリファレンス。   
  011：ALDO 1.8V。   
  100：DLDO 1.8V。   
  101：VDRIVE。   
  110：AGND。   
  111：AVCC。   

 

Channel 7 Diagnostic Mux Control. Select
±10 V range.

111: .CCAV
110: AGND.
101: .DRIVEV
100: DLDO 1.8 V.
011: ALDO 1.8 V.
010: 2.5 V Reference.
001: Temperature sensor.
000: Analog Input pin.Channel 8 Diagnostic Mux Control. Select

±10 V range.

111: .CCAV
110: AGND.
101: .DRIVEV
100: DLDO 1.8 V.
011: ALDO 1.8 V.
010: 2.5 V Reference.
001: Temperature sensor.
000: Analog Input pin.
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[7:6] RESERVED [2:0] CH7_DIAG_MUX_CTRL (R/W)
[5:3] CH8_DIAG_MUX_CTRL (R/W)
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アドレス：0x2C、リセット：0x00、レジスタ名：OPEN_DETECT_QUEUE 

 

表 72. OPEN_DETECT_QUEUE のビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス 

[7:0] OPEN_DETECT_QUEUE オープン検出キュー。1 に設定すると、オープン検出が手動モードに設定さ

れます。1 より大きい値に設定するとオープン検出は自動モードで動作し、

このレジスタ内に設定された値が、PGA のコモンモード切り替え前の出力コ

ードに変更がない場合の変換回数を指定します。 

0x0 R/W 

 
アドレス：0x2D、リセット：0x00、レジスタ名：FS_CLK_COUNTER 

 

表 73. FS_CLK_COUNTERのビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス 

[7:0] CLK_FS_COUNTER 16Meg/64 の頻度でインクリメントされるカウンタ。このレジスタを読み出すこと

で、FS_CLOCK の動作と周波数を確認します。 
0x0 R 

 
アドレス：0x2E、リセット：0x00、レジスタ名：OS_CLK_COUNTER 

 

表 74. OS_CLK_COUNTERのビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス 

[7:0] CLK_OS_COUNTER 12.5Meg/64 の頻度でインクリメントされるカウンタ。このレジスタを読み出すこ

とで、オーバーサンプリング・クロックの動作と周波数を確認します。 
0x0 R 

 
アドレス：0x2F、リセット：0x31、レジスタ名：ID 

 

表 75. IDのビットの説明 
ビット ビット名 説明 リセット アクセス 

[7:4] DEVICE_ID ジェネリック ID。 0x3 R 
  0001：AD7606B のジェネリック ID。   
  0011：AD7606C-16 のジェネリック ID。   
[3:0] SILICON_REVISION シリコン・リビジョン。 0x1 R 

 
 

Open Detect Queue. When set to 1, open
detect is configured in manual mode. When
set to >1, open detect operates in automatic
mode and the value set in this register specifies
the number of conversions when there is
no change in output code before the PGA
common mode is switched.
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[7:0] OPEN_DETECT_QUEUE (R/W)

A counter that is incremented at a frequency
of 16 Meg/64. Reading this register verifies
the operation and frequency of the FS_CLOCK.
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[7:0] CLK_FS_COUNTER (R)

A counter that is incremented at a frequency
of 12.5 Meg/64. Reading this register verifies
the operation and frequency of the oversampling
clock.
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[7:0] CLK_OS_COUNTER (R)

Generic

0011: AD7606C-18 generic.
0001: AD7606B generic.

Silicon Revision.
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[7:4] DEVICE_ID (R) [3:0] SILICON_REVISION (R)
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外形寸法 
 

 
図 125. 64 ピン低プロファイルのクワッド・フラット・パッケージ［LQFP］  

（ST-64-2） 
 寸法：mm 

 

オーダー・ガイド 
Model1 Temperature Range Package Description Package Option 
AD7606C-16BSTZ −40°C to +125°C 64-Lead Low Profile Quad Flat Package [LQFP] ST-64-2 
AD7606C-16BSTZ-RL −40°C to +125°C 64-Lead Low Profile Quad Flat Package [LQFP] ST-64-2 
EVAL-AD7606C16FMCZ  Evaluation Board for the AD7606C-16  
EVAL-SDP-CH1Z  Evaluation Controller Board  

 
1 Z = RoHS 準拠製品 
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